マニュアルのほいかた 


广 ミむしてお使いいただくために- V 

•パソコンをお取り扱いいただくためのま意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

^ _ 


尸 libretto ガイド 


•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q&A 集 

• リカバリー馆セットアップ) 
など 


• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

•パ'ッテ U —パックの交換 
• システム環境の変更とは 
• 廃棄/譲渡 



广オンラインマニュアル（本書）- V 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとき 
•パソコンの基本操作 
• ネットワーク機能 
• 周辺機器の接続 
•パ' ッテ U —で使ラ方法 
• システム環境の変更 
など 
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广リリース情き目- V 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ UU - ス情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、巧の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用をび傷書（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損書（*3)の発生び想定されること"を 
のし^ 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ 9 〇 

£5 メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 J 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』、《》 


* 1重傷とは、失明やけび、やけど（高温-巧温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するものをさします。 

* 2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、巧のように定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明びない場合は、 Windows ® 7 Home Premium を示します。 

八ードディスク 

特に説明びない場合は 、 HDD (八ードディスクドライブ）と SSD (ソ U ッドステートドライブ) 
をまとめて「八ードディスク」と呼びます。 

お線 LAN モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

Bluetooth モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

WiMAX モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

東芝 eco ユーティリティ搭載モデル 

東芝 eco ユーテイ U テイをインストールしているモデルを示します。 


ご購入のモデルの仕様については 、 [libretto * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いの 
かたへ』を参照、してください。 


MM 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、 r 巧語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シ U - ズのみ」な 
どのよラにを記します。 

• インターネット接続については、ブ□ードバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I -ールまたは内蔵八ードディスクか日イ 
ンス I -ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

• システムび Windows 7 L ソ外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法び異なる場合びあ 
ります。詳しくは、『セットアップガイド』や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法を「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認し 
てください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 
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KIT rademarks 

• Microsoft , Windows、Wii 


Windows Media、Windows Live 、 Aero 、 MSN、SkyDrive は、 
米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 


• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Celeron は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• microSD □ゴは商標です。 （ m 製） 

• microSDHC □ゴは商標です。 （ gg ') 

• Fast Eth 乱 net 、 Eth 乱 net は實±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• Confi 吕杆 ee は、株式会社東芝の登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• Goo 旨 le ツールバーは Google Inc . の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• WiMAX は WiMAX Forum の商標です。 


本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 


コプロセッサ （ CPU ) に関するごミち意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずパ' ッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造おに使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ I 」ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000 メートル （3.280 フィート）しソ上をお考えください。 

•目まとして、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使巧された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する巧態にて本製品をご使用ください。 
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■巨 4 ビットプ□セッサに関するを意 

己4ビット対応プ□セッサは、日4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に日4ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）びインストールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 

• 己4ビット対応のデバイスドライバーびインス I -ールされている 

• 64ビット対応のアプ U ケーシヨンびインス I ルされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは己4ビットプ□セッヴ上で正常に動作し 
ない場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット巧応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につさましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


B 着作権について 


音楽、映像、コンピューター.プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵書」「著作者人格権侵喜」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


匯■リリース情きおこついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使巧するラえでのを意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報]を 
タップする 


mm お願い 


•本製品の内蔵八ードディスクにインス!ルされているシステム （0 S )、 アプリケーション 
じ(外をインス I -ールした場合の動作保証はでさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは 『 lib 旧 tto ガイド』に記載している手順じ(外の方法で、 
パーティションを変更.削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれび 
あります。 

•内蔵ハードディスクにインス!ルされているシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製 
品でのみ利用でさます。 
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•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはを意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。この場合、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピューター 
を保護するためにち、 常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアッ 
プデートは、ご使用開始か日目0日間に限り無料で行ラことびでさます。目0曰を経過すると 
ウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使巧できなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴー使用許諾契約書』およ 
び『ソフトウェアに関するを意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン超動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カノ（1」一を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 

当社ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録且お客様登録の手続き」 

E ■[ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってください。 







■ 巧いはじめる巧に 


トラブル発生時に備えて、リカバリーメディアの作りかたやデータの 
バックアップのとりかたについて説明します。また、前のパソコンで 
使っていたデータを移行する便利なソフト 「PC 引越ナビ」について説 
明します。 


1リカバリーメディアを作る . 12 

2バックアップをとる . 16 

3前のパソコンのデータを移行する 

-PC 引越ナビー . 21 









リカパリータディアを巧る 


パソコンにトラブルび生じたときに、パソコンを再セットアップし購入時の状態に復元するこ 
とを「リカバリー」といいます。 

U カバ U - について 『 libre け□ガイド』 

「リカバリー」をするためのツール0」カバ U - ツール）はパソコン本体の八ードディスクドラ 
イブに用意されています。 

しかし、トラブル発生時に、トラブルの原因によっては、肝むの U カバ U - ツールを八ードディ 
スクドライブか日起動でさないおそれちあります。このよラな場合に備えて、あ日かじめリカ 
パ' U - ツールを、八ードディスクドライブじ(外の記録メディアにコピーしておくこと0」カバ 
U —メディアの作成）をおすすめします。 

U カバ U - メディアの作成は、 noSHIBA Recovery Media Creator ] で行います。 

I リカバリーメディアにほ用できる記録メディア _ 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 で使用できる記録メディアは;欠のものです。あ日か 
じめ、何ちデータび書さ込まれていないちのを用意してください。 

• US 日フラッシュメモ I 」 

•言己録用の DVD メディア *1( DVD - R 、 DVD-R DL 、 DVD - RW 、 DVD 十 R 、 DVD+R DU 
DVD + RW ) 

*1 外付けの DVD ドライブ（まち製オプション）を接続すると、 DVD を使用できます。 

必要な DVD の枚数や US 日フラッシュメモ U の容量は、 「 TOSH 旧 A Recovery Media 
Creator 」 の画面に表示されます。 

USB フラッシュメモ U は、必要な容量より大きい容量のちのを巧意してください。 

DVD び複数枚必要な場合は、同じ規格のメディアで統一してください。 




DVD について/ DVD の使用推奨メーカー 


外付けの DVD ドライブで使用でさる DVD については、 『 DVD ドライブに付属の取扱説明書』を 
確認してください。 




リカバリーメディアの作成にあたって 


[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD - RAM およびブルーレイディスクを使用でき 
ません。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] を使ってリカバディアを作成するときは、ほか 
のアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

あらかじめ、 US 目フラッシュ X モ U 使巧上のご注意や DVD 使用上の注意事項を確認してください。 


12 



使いはじめる前に 



























Du カバリーメディアを作る 


• アプ U ケーシヨンをインス!ルする場合は、必ず横置きで行ってください。縦置きでは、インス! 
ルでをない場合びありまず。 


V [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム]一[アプリケーシヨ 
ンの再インストール]をタップずる 

比ットアップ画面へ]をタップする 

[ユーティリティ]タブをタップする 

f 画面左側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] をタップし、 
[「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 ①セットアップ]をタッ 
プする 

f 画面の指示に従ってインス I ルする 

[ファイルのダウン□ード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをタップしてく 
ださい。 
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n インストール方法 

「 TOSH 旧 A Recovery Me 出 a creator 」 は、購入時の状態ではインス! -- ルされていません。 
なの手順でインストールしてください。 

ぶ3 メモ 



使いはじめる前に 











DU カバリーメディアを作る 


リカバリーメディアを作がずる 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
メディア作成ツール]をタップする 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 が起動します。 


[リカバリー 


[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な DVD の枚数や US 日フラッシュメモ U の容量び表示されるので、 
用意してください。 


を TOSHIBA Reojvery Media Creator 




の 


谋 H 輪;類艦淵鸦微滿淵ち霸名骗 

ディアを巧がすることびできます。 


5 仆ル 


イディア巧巧 

巧ータス 

西图リかの ;X ：ディア 


|DVD:».7G8 _，] 



哨ぶブラ攤デイ. 


現なのメディア 
を巧の追巧 


图比巧 


读示例） 


•タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（区])メディアを作成します。 
田をタップすると作成するメディアの 
一覧び表示されます。 

作成する必要のないメディアは、チェッ 
クをはずしてください。 

•メディア構成 

作成する記録メディアの種類を還択し 
よ9 〇 


情報 

USB フラッシュメモ U の場合、画面に 
表示される容量び必要になります。 
DVD の場合、画面に表示される枚数分 
び必要になります。 


[作成]ボタンをタップする 

作成するメディアの確認と、メディアのセットを巧める画面び表示されます。 

US 己フラッシュメモリまたは DVD をセットする 

USB フラッシュメモ U のセット「4章已 USB 対応機器を使う」 

DVD のセット 『 DVD ドライプに付属の取扱説明書』 





使いはじめる前に 


4 










































Du カバリーメディアを作る 


円 [ OK ] ボタンをタップする 

作成び開始され、[現在のメディア]に、作成しているメディアの進抄状況び表示さ 
れます。作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをタップしてください。 

DVD の場合、作成び終了すると、自動的にディスクトレイび開きます。作成するメディ 
アび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてください。 


回 


メッセージを確認し、にのボタンをタップする 

作成した U カバ U - メディアには、次のことびわかるように目印をつけてください。 
•「 U カバ U - メディア」であること 
•複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、 n 」 カバ U - メディア XX (番号)」というように、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U —をするとさ、この番号の 
順にメディアを使用しないと、正しく U カバ U —されません。必ずメディア番号びわ 
かるよラにして保管してください。 


巧 


[閉じる]ボタン（|&])をタップする 


[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面び閉じ、メディアの作成を終了します。 


I 」カバ U —メディアか日 U カバ U —をする操作手順については、 『 libretto ガイド』を参照して 
ください。 
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使いはじめる前に 















パックアップをとる 


保をしたファイルやフォルダーを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによっ 
てファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あ日かじめファイルを US 日フラッシュメモ U など、八ードディス 
クドライブじ(外の記録メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 




大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

r 東芝ファイル同期ユーテイ U テイ」を搭載しているモデルの場合、2つのフォルダーを同期さ 
せて自動的にバックアップをとることちでさます。 




バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、「付録■バックアップについて」をお認してください。 


没立つ操作集 


Windows のノ（ックアップ機能 

Windows のバックアップ機能を使ってバックアップをと 
ることちでをます。 

[スタート]ボタン (©) -[コント□-ルパネル]をタッ 
プして、表示された画面で[ I みバックアップの作成]を 
タップしてください。 

詳細について 『Windows ヘルプとサボート』 


V 




コント□— ルバ申ルホーな 


田•ィス。な田 i 


のッブザ挂壬？(--てぃ103〜- 


シス f iigSi E なコシピコー 5 - の因由03 


F 扣 ndons を反ンール 
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使いはじめる前に 































バックアップをとる 


バックアップびが要なデータ 


バックアップをとることを推奨するデータには、なのよラなちのびあります。 

•リカバリー（再セットアップ）ツール 

•自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など） 

•送受信したメール 
• メールのアドレス帳 
•インターネットの[お気に入り] 

誦 ATOK で登録した単語について 

日本語入カシステム ATOK の r 単語登録」で登録したユーヴー辞書データをバックアップする 
ことびでさます。 

詳しくは 「 ATOK 」 のヘルプを確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

① ATOK パレットの[ヘルスボタン （ 

のヘルプ]をタップする 


? ) をタップし、表示されたメニューか b [ATOK 


■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダーか日送日れてきた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設 
定に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、なのインターネットの設定を控えてください。 


• ユーヴー ID 
•電子メールアドレス 
• プライマリ DNS サーバー 
• インターネットメールサーバー 
• アクセスポイントの電話番号 


•パスワード 
•メール パスワード 
•セカンダ I 」 日 NS サーバー 
•ニュースサーバー 
な ど 
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使いはじめる前に 











H バックアップをとる 


自分で作成したファイルや 
フォルダー 

保を時に指定した場所に保をされています。わかりやすい場所 
に保存しておいてください。保存先を忘れた場合は、[スター 
卜]ボタン （©) をタップし、[プ□グラムとファイルの検索] 
で探すことびでさます。 

[マイドキュメント]、 
[お気に入り]、 
[デスクトップ]など 

[コンピューター]■八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴ ー] 
内の各ユーヴー名のフォルダーに保をされています。 


複数のユーヴーで使っている場合は、それぞれのユーヴー名で□グオンし、データのバックアッ 
プをとってください。 

記録メディアに保をしたデータのバックアップをとる場合は、いったん八ードディスクドライ 
ブに保をしてか日、バックアップ用の記録メディアにコピーすることをおすすめします。 


2 


おすすめする/ V ツクアツプ運用 


なの方法でノ（ックアップをとることをおすすめします。 

■ 定期のにパ’ックアップをとる 

A - ドディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保存されているデータち、八一 
ドディスクドライブの故障などの原因で、使えなくなってしまラことびあります。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保をされているデータも、定 
期的に記録メディアにバックアップをとってください。 


团巨 


一夕のバックアップをとる 


ここでは、一般的な、ファイルをコピーしてバックアップをとる方法について説明します。 
トラブル発生時などの Windows び起動しない状態でち、データのパ'ックアップをとることび 
でさます。 

ファイルレスキューについて 『libre け□ガイド』 

U バックアップ用に使用でをる記録メディア 

バックアップ用に使用できる記録メディアは;欠のよラなちのびあります。 

• USB フラッシュメモ U や microSD メモ U 力ードなどの記録メディア 

お使いのモデルによって、使用でさる記録メディアび異なります。 

また、ファイルやフォルダーの容量に合わせて、使用する記録メディアを選び、あ日かじめ用 
意してください。 
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ファイルやフオルダーの巧を場所 



データのファイルやフォルダーは次の場所に保存されています。 

これらのファイルやフォルダーは、そのままバックアップ用の記録メディアにコピーすること 
びでさます。 


使いはじめる前に 















o バックアップをとる 


^3バックアップ方法 

USB フラッシュメモ U や microSD メモ I 」力ードなどに、フオルダーやファイルをコピーする 
ことびでさます。 

記録メディアをセットする 

USB フラッシュメモ U のセット「4章已 USB 対応機器を使う」 
microSD メモ U 力ードのセットに章□■田力ードのセツトと取り出し」 


データび保ちしてあるフオルダーをプレスアンドホールドし、表示さ 
れたメニューか5 [送る]一手順 D の記録メディアをタップする 


a 


liM 


巧く (〇) 

巧有 ( H ) 

な 前の バージ ヨンのを元( V ) 
ライブラ U にち加( I ) 


をる ( N ) 


切り取 0( T ) 

コピーに） 

シ3-トカジトの巧ぶ ( S ) 
剖除 ( D ) 

名前のを更 ( M ) 

プ□パティ ( R ) 


||钟 


(難き 


；江ぶ TOSHIBA Disc Creator ( Audio ) 


j 心 TOSHIBA Disc Creator ( Data ) 

江ぶ TOSHIBA Disc Creator ( lmage ) 

I 圏デスクトップ（シヨートカットを巧ぶ） 
固ドキユ:ント 
J メールを信看 
1. 圧橘 （ zip おす）フブルダー 
^三 XXXXXX ドライブ（ X :) 


リムーバブルディスク（ X :) 


(表示例） 


バックアップのデータを戻すには 


バックアップをとった[マイドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]などのデータ 
を八ードディスクドライブに戻す方法を説明します。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コンピューター]をタップする 

② 八ードディスクドライブ（じ）をダブルタップする 

③ [ユーヴー]フォルダーをダブルタップする 

④ バックアップしたデータを利用する、 ユー ヴ ーの フォルダーをダブルタップする 
⑥バックアップをとった記録メディアをセットする 

⑥手順⑥でセットした記録メディア内に保をされている[マイドキュメント]、[お気に入り]、 
[デスクトップ]フォルダーなどを、ユーヴーのフォルダー内にコピーする 
メッセージび表示された日、確認してボタンをタップしてください。 

それぞれのフォルダーび上書さされます。 


19 



使いはじめる前に 






















H バックアップをとる 


の 


フォルダーを同期をせて自動的にバックアップをとる 


* 東芝ファイル同期ユーテイリテイを搭載しているモデルのみ 

r 東芝ファイル同期ユーテイ U テイ」を使って、2つのフォルダーの中身を同期させるよラに設 
定することびできます。たとえば、 A フォルダーと B フォルダーを同期させた場合、 A フォル 
ダー内のファイルを更新（追加/削除/更新など）すると、自動的に日フォルダー内のファイ 
ルち同様に更新されます。つまり、日フォルダーは、 A フォルダーの中身を自動的にバックアツ 
プしていることになります。 


起動方法 

[スタート]ボタン（@) 一 [TOSH 旧 A] 一 [ユーティリティ] ーロァ 
イル同期ユーティリティ]をタップする 

r 東芝ファイル同期ユーティ U ティ」び起動します。 

設定方法の詳細は、ヘルプを参照してください。 


ヘルプの起動方法 


[東芝ファイル同期ユーティリティ]画面のタイトルバーをプレスアン 
ドホールドし、表示されるメニューか5 [ヘルプ]をタップする 
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使いはじめる前に 











M のパソコンのデータを巧巧ずる 

-PC 引越 ナビー 


* PC 引越ナビ搭載モデルのみ 

パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一っにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーションです。事前に;欠の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保存されているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

I パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

♦システム >1 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

*1 マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet 
Explorer ] のバージョンが「日 SP 1 J じ(上であることを確認してください。それじ(下のバージョンの 
場合は、「日 SP 1」 を適用してくださし、。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP ........... Microsoft ® Windows ® XP 叩 eratin 呂 system 日本語版の全エディション 

Windows Vista ....... Microsoft ® Windows Vista ® の全エディション 

Windows 7 .............. Microsoft ® Windows ® 7 の全エディション 


前のパソコンの動作環境について - 

•あらかじめ、「付録 n - Ka 「 PC 引越ナビ」について」をお認してください。 


■ 使用できる環境を確認する 

設定-データの移行をするには、 US 日フラッシュメモ U を使用する方法びあります。 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用できる方法のなかから、移行する設定- 
データの容量に適した方法を還んで < ださい。 

USB フラッシュメモ U のみで移行する場合は、已] 2 MB しソ上の容量び必要です。 

USB フラッシュメモ U の代わりに、 microSD メモ U 力ードを使用することもできます。 

本製品で使用できる microSD メモ U 力ードの種類についりホ、に章 H microSD メモ U 力一 
ドを使ラ」 で確認してください。 
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使いはじめる前に 



















Q 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


前のノ（ソコンでどの方法び使用できるかを確認し、 USB フラッシュメモ U び必要な場合は購入 
してください。また、フォーマットび必要な USB フラッシュメモ U は、あ日かじめフォーマッ 
卜してください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 USB フラッシュメモ U の容量びルさいと、数回に分け 
てデータをコピーすることになりますので、大容量の US 日フラッシュメモ U を移行用に使用 
することをおすすめします。 


あ巧で定る設定とデータ 


「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーヴーの設定を移行できます。 

• Internet Explorer の設定* i 

• Windows Live メール （Windows メール 、 Outlook Express ) の設定* ^*4 

• Microsoft Outlook の設定*3 *4 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])フォルダーに f 呆ちされている 
ファイル 

• デスクトップ上のファイル 
• 任意のフォルダーに含まれるファイル 

• ] Microsoft Internet Explorer 6 SPl 政上 

*2 移行できるデータは 、 [Microsoft Outlook Express (バージョンが6.日 SPl 政上 )」、 「Winclows —ル」、 
[Windows Live メール」のものになります。 

*3 移行できるデータは、 「 Micros が t 日 utlook 2000」政降のものになります。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ 、 rMicrosoft OutlookJ が付属およびインストールされています。 
Office が搭載されていないモデルの場を、攻前にご使用されていたパソコンに保をされている 「Microsoft 
OutlookJ のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の rMicrosoft 
OutlookJ を本製品にインストールする必要があります。 

移行するたがには 、 「Microsoft Outlook 2日日引じ(降の 「 Micros 日 ft OutlookJ をインストールしてく 
ださい。 

*4 本製品にメールソフトがインス!-ールされていない場をでを、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデータを保存 
します。 

[Windows Live メール」および 「 Micros 日 ft 日 utlook 」 は起動したときに、保存したデータのインポート（取 
り込み）を行います。 

六ールソフトによっては、違ラソフトのデータを変換して取り込むことがでさます。 

詳しくは、ールソフトのヘルプを確認してください。 


^ メモ 


移行でさる設定やデータの詳細は、 「 PC 引越ナビ」のヘルプでお語してください。 




前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、「付録。 • 


「 PC 引越ナビ」について」をお語してください。 
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使いはじめる前に 


















Q 前のパソコンのデータを移行する -PC 引越 ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定•データや使巧する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは次のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいでしよラ。 


移行方法をミ夫める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコンと本製 
品の仕様や、移行するデータの容量を元に移行方法を選 
択します。 


本製品 



USB メモ U 


「こん包プ□グラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

USB フラッシュメモ I 」にコピーしてください。 


本製品 



USB メモ U 


「こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル （ r こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



前のバソコン 



m€ 


USB メモ U 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行す 
るデータの容量によっては、「こん包ファイル」は複 
数作成されます。すべての「こん包ファイル」をコピー 
してください。 





使いはじめる前に 
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Q 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


起動方法 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ] (鐵 )をダブルタップする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 引越ナビ]をタップ 
して起動することちできます。 

画面下のヘルブでボタンをタップし、注意制限事項を確認する 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のま意制限事項をお読みください。 

目次で[ミ主意制限事項とメッセージ]をタップし、画面ち側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

[同意する]をチェックし、[巧へ]ボタンをタップする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 

を意事項び表示されます。内容を確認し、[なへ]ボタンをタップしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 



使いはじめる前に 












■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
まず。 


1電源を入れるとき . 26 

2使い終わった!5 . 28 

3 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について . 38 

4八ードディスクドライブ . 41 

已画面を見やすく調整するーディスプレイー . 42 

巨サウンド . 44 

7 microSD メモリカードを使う 

— microSD 力ードス□ットー . 46 

8 Web カメラを使う . 已1 














n メッセージび表おされた場合 

電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

パスワードを設定している場合 
• ユーザーパスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠の画面び表示されます。 


画面上のキーボードを使用して、設定したユーヴーパスワードを入力し、 rfW7~f/?i キーをタツ 
プしてください。 

バスワードについて「6章已バスワードセキュ U ティ」 

^ メモ 


• ユーヴーバスワードは数字のみ入力でさます。 力ーソ J レの左側の文字を削除するときは 「 Backspace 
キーを、入力した文字をすべて削除するとさは巧瓦]キーを押してください。 

• パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「Q&A 集」をご覧ください。 


電源を入れるとを 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


k S が 

C a が 
iS か E 

F 巳日 
F 巳日 
日 F 巳日 
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D 電源を入れるとさ 


u 起動ずるドライブをお更ずる場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブか日システムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、巧の方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューか日、起動するドライブを選択でさます。 

電源スイッチを押し、製品□ゴ画面び表示されている間にキーボードボ 
タンを数回押す 

さ種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびす画面び表示され 
ふ 〇 

画面上のキーボードでパスワードを入力して、キーをタップしてください。 
「本節 n メッセージが表おされた場合」 


キーボードボタンで起動したいドライブを選択し、ホームボタンを押す 

キーボードボタンを巧すたびに、遇択している項目び変わります。 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 


■あ5かじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「まち HW セツトアップ」のヘルプ 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


















ほ I 佩ねつた 3 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。中断 
するとさは、それまでの作業をメモ U に保をして一時的に中断する「スリーフ」びあります。 


A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。他の機器に影 
響を与えることびあります。 

-無線機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にすること 
びできます。[ワイヤレス]のカードをタップして表示されたアイコン群から g をタッ 
プし、無線機能を OFF に設定して、ワイヤレスコミュニケーシヨン LED び消打してい 
るのを確認してください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を巧げた 
り、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に動作するよラな設定のソフトウエアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効に（解除）してください。 



操作にあたって 


中断ずる前に 

• ス U —プまたは休止が態を実行する前にデータを保存することを巧奨しまず。 

• ス U - プまたは休止が態を実行するとさは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
確認してください。 

書を込み途中のデータびあるが態でス U —プまたは休止が態を実行したとを、データび正しく書 
さ込まれないことびあります。メディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了し 
ています。 

中断したとさは 

• スリープ中にじ(下のことを行わないでください。な回電源を入れたとさに、システムび起動しな 
し)ことびあります。 

-ス1」ープ中にバッテ1」一をはずすこと 

また、ス U -プ中にバッテ U -残量び減かした場合も同様に、な回起動時にシステムび起動しな 
いことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒間押していったん電源を切ったあと、再度電 
源を入れてください。この場合、ス U - プ前の状態は保持できていません （ Windows エラー回 
復処理で起動します)。 

• ス1」ープ中や休止状態では、バッテ U —の取り付け/取りはずしは行わないでください。保存さ 
れていないデータは消失しまず。また、感電、故障のおそれびあります。 

• スリープまたは休止状態を和用しないとさは、データを保存し、アプ U ケーシヨンをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保をされていないデータは消失します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 使い終わった 5 


電源を切る 


パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違つた操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ラおそれびあります。 




電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

データの書さ込み中は、電源を切らないでください。データび消失するおそれびあります。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

[スタート]ボタンをタップする 


"3 は 


[シャットダウン]をタップする 


► すべてのブ□グラム 


「プ□クラムとフアイィしのを票ク I 


[卜 W •化 waJ 马 


阿@ 


巧 [ 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると、 Power LED び消打します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切っ 
てください。 

デイスプレイは静かに開じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあり 
ます。 

パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないで<ださい。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにちう]度起動することを「再起動」といいます。パソコン 
の設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、次のよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン （©) をタップし、0をタップずる 
⑤ 表示されたメニューか5 [再起動]をタップずる 
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パソミ S 本操作を覚えよラ 










































0 使い終わったら 


因 


ス u — プ 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「ス U - プ」にしましよう。 

ス U —プ機能は、なに電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びでさます。ス U —プ中はバッテ U —を消耗しますので、 AC アダプターを取り付けておくこ 
とを推奨します。 

スリーフには、通常のス U —プのほかに「八イブ U ッドスリーフ」といラ機能ちあります。 
作業を中断している間にバッテ U —の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保 
をされていないデータは消失します。この場合、八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、 
データは保持されます。 

A イブ1」ッドス U - プ「本項 B ス U - プ機能を強化する」 

なお数曰 L ソ上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（バッ 
テ U —パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U —プではなく、必ず電源を切ってください。 


^ メモ 


I 「 T 日 SH 旧 A 円 ash Cards 」 を使って、スリープを実行ずることもできます。 

TOSHIBA Flash Cards 「本章 Q 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について」 


スリープの実巧方法 

[スタート]ボタンをタップする 

圆 I 曾つ斑~ 


图ボタンをタップし①、表示されたメニユーか5 [スリープ]をタッ 
プする③ 


すべてのプロクラム 


I ブ□クラ么 c フアイ；しの#妄 







巧！ 


ス U - プ状態になります。 

電源スイッチを巧すと、中断したとさの状態を再現します。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
























0 使い終わった 5 


〇スリープ機能を強化ずる 

通常のス I 」ープのほかに「八イブ1」ッドス I 」ープ」といラ機能び用意されています。 
パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業をメモ I 」に保をするス I 」ープに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクドライブの両方に保存します。 

作業を中断している間にバッテ U —の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保 
をされていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディ 
スクドライブか日作業内容を復元でさます。 

ハイブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドスリー 
プとして機能します。 

またス I 」ープを実行してか日一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

休止状態に移行する設定について本項の「役立つ操作集」 

八イブリッドス U —プを有効にするには、なの手順で設定してください。 

Q [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をタップする 

口 [夕3(ノ V - ドウエアとサウンド]一[、ぶ電源オプション]をタップし、 
W 選択している電源プランの[プラン設定の変更]をタップする 

I [プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されています。選択している電 
B 源プランの[プラン設定の変更]をタップしてください。 


〇, ノ•み ► コント□—ルパネル ► 八ードウエアとヴウシド ► 电 S ブプシ3ン 


[コント□-ルバ:? p| 


コントロールバネルホーム 

スリープ<6居巧の/ U つード 
巧重 

^ボタンの苗巧の* R 
カバーを巧じたとさの曲がの 
宙巧 

SS ブラシの巧皮 
£ディスプレイの亀 g を切る6 
巧の指ち 

%コンピューターがスプ扶 
B になる時田5空 S 
* TOSHIBA SCO ユーテイリテイ 


6人を左 

Windows モビリテイむシタ 
ユーザーアカウシト 


至をブラシによつてコシピユーターのパフブーマンスを g スにレたウ，ち力を田巧したウでさます.プラン 
を ii 巧レてアクティプにす否か，プランを通巧してかろを力を$ををますることでカスタ7イスして<ださ 
い. 面 B ブ S', す盾がI 

ブランIむ【タテリゾーターに表示されます ^ 


みバラシス（推*) I ブラン窗まのを至 

A- ドウエアでヴポートさ n ているち合に.有面的にパフブーマンスとか：!.一一一 -- * 
0ます. 


り eco 
防 


;のなまする設定によご用有呈力を巧スます 


を加のプランを是まします 


'空） 


读示例） 


ハイブリッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 






















0 使い終わったら 


订[詳細な電源設定の変更]をタップする 



■ [詳細設定]画面び表示されます。 

3 [スリープ]をダブルタップし①、表示される項目か5 [八イブリッド 
■ スリープを許可する]をダブルタップする③ 



① 

⑤ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


2 

3 











































































使い終わった 5 


八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[パ’ッテリ駆動]/廣源 
に接続])をタップする 

[バッテ U 駆動]:バッテ U - 駆動時の、ハイブリッドス U - プ機能の ON / OFF を 
設定でさます。 

[電源に接続]:電源に接続してるとさの、八イブ U ッドス U —プ機能の ON/OFF 
を設定でさます。 



3項目の横に表示された，をタップし①、表示されたメニューから[才 
f ン]をタップする③ 



① 

⑤ 


f [ OK ] ボタンをタップする 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、八イブ U ッドス U —プとして機能します。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 











































































0 使い終わった 5 


没立つ操作集- 

一定時間の経過後、休止状態にする 

ス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的 
にイ木止状態に移行するよラ設定でをます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする] 
をダブルタップし、表おされた項目を選択して▲▼で 
時間を設定してください。 

ス1」ープを実行してから設定した時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 

休止状態「本節®休止状態 J 


V_^ 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


M 










































0 使い終わった 5 


3 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとさの状態を八ードディスクに保存します。次に電源を入れると、 
状態を再現でさます。なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載 
されている場合（バッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態ではなく、必 
ず電源を切って < ださい。 

n 休止が態の実行方法 

[スタート]ボタン（@)をタップし①、 u をタップする② 


すべてのブ□グラム 


プログラムとフアイ JUD お索 


P 


圓1曾 


ぉ P^B — 


■① 

■③ 


表示されたメニューか5 [休止げ態]をタップする 

メニューび表示されない場合は、画をタップしてください。 



休止状態か5復帰させるとさは、電源スイッチを押してください。 

分メモ 

•「TOSH 旧 A 円 ash Cards」 を使って、休止状態を実行することをできます。 

TOSHIBA Flash Cards 「本章 H 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について」 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 









































0 使い終わったら 


Q [簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューか日操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを巧したときやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはス U —プ/休止状態にすることびできます。 



パソコン本巧の電源スイッチを巧したとまの動作の設定 M 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をタップする 
[もシステムとセキュ U ティ]をタップする 
r ぶ電源ボタンの動作の変更]をタップする 

[電源ボタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテ U 駆動」時と r 電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

[変更の保を]ボタンをタップする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 
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0 使い終わった 5 


U ディスプレイを閉じるとまの動作の設定 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をタップする 
Q [なシステムとセキュ U ティ]をタップする 
Q r ぶ電源ボタンの動作の変更]をタップする 

Q [カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
W トダウン]のいずれかを選択する 

I [何もしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 
I 「バッテ U 駆動」時と r 電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

n [変更の保を]ボタンをタップする 

■ ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

I [ス U —プ状態][休止状態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
I にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

幻メモ _ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U- プ状態][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ 
移行する機能を、バネルスイッチ機能といいます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 










「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 は、デスクトップ上に力ードのように表示されるアイコンを還択し、 
それぞれのカードに割り当て日れている機能を設定-実行することびできます。 

■操作方法 


Libretto Task Bar の因 ill をタップする 

次のように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示されます。 


百 

HIHHIHHIH 





RW 1 础 

画み 


設定したい機能の力ードをタップする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目をタップする 

タップしたアイコンの機能に設定されます。 


各力ードに割り当て日れている機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

■「TOSH 旧 A Flash Cards」 のヘルプの 起動ち法 

H [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ヘルスをタップする 


rrOSHIBA Flash Cards ] についで 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



















Q 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について 


rrOSHIBA Flash CardsJ を使ったほ利な機能 


各キーにはさまざまな機能び用意されています。表示されたカードのアイコンをタップすると、 
いろいろな操作び実行でさます。 


力-ド 


内容 


[□ツク]の力ード 



〇 e 

口, わ地 t 


コン ピュー ターをワークス テーシヨ ン□ック状態にしまず。 
解除ずるには、ユーヴー名をタップしてください。 Windows 
の□グオンパスワードを設定している場合は、画面上のキー 
ボードでパスワード入力欄に Windows の□グオンバスワード 


を入力し、臣 A/ra?l キーをタップしてください。 


[電源プラン]のカード 





%ぶ 


表おされたアイコンをタップすると電源プランび切り替わります。 
^をタップすると、設定されている電源プランび reco」 に 
設定されまず。 


[輝度]のカード 



の ■- -- J 1 

広 ) H^^T l 


3 


表示される画面のスライダーバーで輝度の状態を確認でさます。 
スライダーバーのつまみを左端へドラッグすると、本体液晶 
ディスプレイの輝度び下びります。また、スライダーバーのつ 
まみをち端へドラッグずると、本体液晶ディスプレイの輝度び 
上びります。 


[ワイヤレス]の力ード 



表示されたアイコンをタップすると使用する無線 LAN >1， 
Bluetooth が、 WiMAX 通信*3の on/off を切り替えまず。 


@参® ^巧 


■ > 


I B> 


* ] 無線 LAN モデルのみ 
*2 目 luet □日 th モデルのみ 
*3 WiMAX モデルのみ 
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Q 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 について 


力-ド 


内容 


[ス u —プ]のカード 



® 〇 

mm か地!< 


©をタップすると、スリープ機能び実行されます。 


[休止状態]のカード 



® 〇 


©をタップすると、休止状態び実行されます。 
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n - ドディスクドライブ 



本製品には、八ードディスクドライブび]台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

US 日接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびできます。 


操作にあたって = 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びありまず。 
•あらかじめ、「付録 Q-K ■八-ドディスクドライブについて」を確認してください。 


八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわ日ず保証でさません。 

万び一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 

I SSD につぃて _ 

本製品は、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブを内蔵しています。 
SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気ディスクの代 
わりに、 NAND フラッシュメモ U を使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

じ(下の機能についてちご利用いただけます。 

• J \- ドディスクからのリカバリー 
八ードディスク同様、 SSD か日 U カバ U —できます。 

本書および付属の取扱説明書では、 HDD と SSD をまとめて「八ードディスクドライブ」と呼 
びます。 


41 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

















面面を見やず < 調這ずる 


-ディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

外部ディスプレイを直接接続することはでさません。 


の 


画面の明るさを調壁する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでさ 
よ9 〇 

□輝度の 調整 方法 

U LibrenoTaskBar ■の國 をタップする 
Q [輝度]のカードをタップする 

表示された画面のスライダーパ’一のつまみを左ちにドラッグして、輝度 
を調節する 




画面に表示されるスライダーバーのつまみの位置と「レベル X 」の表示で輝度の状態 
を確認でさます。 
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スライダーノ（一のつまみを左端へドラッグすると本体液晶の輝度び下びります。 また、 
スライダーノ（一のつまみをち端へドラッグすると、本体液晶の輝度び上びります。 
スライダーバーのち端のをタップすると、2つのディスプレイの輝度びそれぞれ 
設定でさるよラになります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 















B 画面を見やすく調整するーディスプレイー 


^ 没立っ操作集- X 

2つのディスプレイに同じ画面を表示する 

画面切り替え機能を使ラと、上下の2つのディスプレイに同じ画面を表示することびでをます。上下 
の画面び同じ表示で、180度回転した状態になるので、向かい合って同じ画面を見たいとさに便利でず。 
なの操作ち法で、設定して<ださい。 

① libretto キーボードで厘]+区]をタップする 

② 表示されたメニューで[複製]をタップする 

2つのディスプレイび同じ表示で、180度回転した状態になります。元のが態に戻す場合は、手順② 
で日広張]をタップしてください。 

V_ J 
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スピーカーの 音量を調壁す る 


スピーカーの音量は、巧の方法で調整でさます。 

Libretto Task Bar で調整ずる 

Libretto Task 己 ar ののをタップする 

音量調整ウィンドウび表示されます。このウィンドウで、音量を大きくしたりルさく 
したり、ミュート（消音）の設定をします。 

音量調節の詳しい内容については、 riibre け0ソフトウェア」のヘルプを参照してくだ 
さい。 


Q 音量ミキサーから調整ずる 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をタップする 

[夕5;八ードウエアとサウンド] 一 [0 システム音量の調整]をタッ 
プする 

[音量 S キサー]画面び表示されます。 


各項目でつまみの上下をタップして調壁する 


[三ユート]ボタン （ 



をタップすると消音（ミュート）になります。 


音呈ミキサー-スピーカー(かめ WXXXXKX ) なめ < XXX >0 か X ) 
デバイス迟） アプリケ—シヨン 

可 夕 

スビーカー システム音 


〇 


国 


か） 


读示例） 
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o サウンド 


□ 音楽/音青を再をするとを 

音量 S キサーの各項目では、なの音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （ Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 
まず。 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは、『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 
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microSD タモリカードをほ3 

— microSD 力ードスロットー 


本製品では;欠の microSD メモ U 力ードを microSD 力ードス□ットに差し込んで、データの読 
み出しや書さ込みびでさます。 

• microSD メモ I 」力ード* 1 


I 


*1 着作権保護技術 CPRM に対応しています。 

microSD メモ U 力ードで使用できる容量については [libretto **** (お使いの機種名）シ 
U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 


microSD メモリカードを使う前に 




microSD メモリカードの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 □-m micros □メモ U 力ードを使う前に」を確認してください。 


新品の microSD メモ U 力ードは、 microSD メモ U 力ードの規格に合わせてフォーマットされ 
た状態で販売されています。 

フォーマットとは 、 microSD メモ U 力ードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き 
込み、 microSD メモリカードを使えるようにすることです。 

再フォーマットをする場合は、 microSD メモ U 力ードを使用する機器（デジタルカメラやオー 
ディオプレーヤーなど）で行ってください。 
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D microSD メモ U 力ードを 使う -microSD 力ードス□ッ l 



f microSD メモリカードの表裏を確認し、 「 micmSD 」 の□ゴを裏にして 
か5金メッキ端子を先頭にして、 microSD 力ードス□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



巧 microSD 力ードス□ットカバーを閉じる 
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2 


ードのセットと取り出し 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録日-111 - 
さい。 


micros □メモリカードの操作にあたって」をお認してくだ 
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D microSD メモ U 力ードを使う -microSD 力ードスロット- 


セットした micmSD メモリカードの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見る 
ことびでさます。 

[スタート]ボタン （) 一 [コンピューター ] をタップする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

microSD メモリカードのアイコンをダブルタップする 

L ソ下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 

microSD メモ U 力ード： U ムーバブルディスク、セキュ U ティで保護された記憶域 

デバイス 、 SD 

(表示例) 

セツトした microSD メモ I 」力ードの内容び表示されます。 


^ メモ 


microSD メモ U 力ードによっては、 microSD 力ードス□ツトにセツトすると、自動的に内容び表示 
されたり、 microSD メモリカードに対する操作を選択する画面び表示される場合びあります。選択画 
面び表示されたとさは、[フォルダーを開いてファイルを表示]を還択してください。 



(表示例） 
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D microSD メモリカードを使う -microSD 力ードス □ッ l 


匪遅取り出ず 


microSD メモリカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりして 
いると、取り出しびでさません。 

ウインドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 



microSD メモリカードの使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアをま全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン （ la ) 
をタップする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、0をタップしてください。 


[；'；- ドウエアをををに取りかして乂ディアを巧り出ず I 

1 ■ |[ 

カスタマイズ… 


③ 表示されたメニューか5取り出ずメディアカードの項目をタップずる 
③ 「 A - ドウエアの取りがし」のメッセージが表示された5、と I をタップずる 

microSD 力ードス□ットカノ く一を開ける 



microSD メモリカードを押す 

カードび少し出てきます。そのまま手で取り出します。 

microSD 力ードス□ットカバーを閉じる 



ソ 
□ 
ン 
の 
基 
本 
j 栗 
作 
を 
覚 
を 
ぶ 
ラ 
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D microSD メモ U 力ードを使う -microSD 力ードス □ ツト - 


^ 没立っ操作集- 

「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 

まち製パソコン* 1 にプレインス I -―ルされている rQosmio AV Center 」 （コスミオエーブイセン 
夕一)で録画して、 microSD 力ード >2にダビングした地上 デジタル 放送の ま 組（け下、 SD-Video) を、 
本製品で見ることびでさまず。 

本製品で SD - Vide □を再生するには、 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 （トウシバエスディービデ 
オプレーヤー）を使います。 

*1 micraSD メモ U 力ードへの書き出しに対応している rQosmio AV Center 」 び、プレインス I -- ル 
されているモデルをおします。 

*2 CPRM に ontent Pratecti 日 n for Rec 曰 「dable Media ) という著作権保護技術に対応した micraSD 
><モリカードを示します。 

rQosmio AV Center 」 での録画やダビングちまについては、対応している東た製パソコンに付属の 
説明書を確認して<ださい。 

なお、本製品には 、 「Qosmb AV Center 」 はプレインス I -- ルされておりません。本製品では、 
SD - Video の再生のみ対応しています。 

「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 をイまう前に、「が湿 - SH - VidRn の再牛にあたって I を 
よくお読みください。 

• 起動方法 

①ノ（コン本体に microSD メモ U 力ードをセツトずる 

③[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム ]- [TOSHIBA SD-Video PLAYER ] 

- [TOSHIBA SD-Video PLAYER ] をタップする 

[TOSHIBA SD-Video PLAYER 」 び起動しまず。 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 の言羊細は、 
ヘルプを参照してください。 

• ヘルプの起動方法 

画面ち上の[ヘルプ]ボタン （0) をタップする 
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Web カタラ巧ほう 


本製品には、 rweb カメラ」び内蔵されています。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
つたりでさます。 



E 

1 

Web カメラのアプリケーシヨ 

ンにごいて 


本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 


n 起動方法 

購入時の巧態では、 Windows を起動すると画面左側に Web カメラのアプ U ケーシヨンび隠れ 
ています。カーソルを画面の左隅に向かって動かすと、 r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」 
の起動画面び表示されます。 

アプリケーシヨンを終了させた場合は、次のように操作して起動してください。 

I [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティ U ティ]一[ウェブカメラアプ U ケーシヨン]をタップする 

r 東芝ウェブカメラアプ I 」ケーシヨン」び起動します。 
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O Web カメラを使う 


〇写真や動画を撮影ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」の起動画面で、[写真/ビデオ] (©) を選択してくだ 
さい。 

カメラ画面び表示されます。 

画面上の各ボタンの概要は、なのよラになっています。 

詳しくは、「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」のヘルプを参照してください。 

•左端のボタン 

画面の解像度を設定でさます。 

• [設定]ボタン 

撮影した画像や映像の保を先や、保を形式、映像品質を設定できます。 

• [キャプチャ]ボタン 

画面に映っている画像を、写真として撮影します。 

• [録画]ボタン 

画面に映っている画像を、映像として録画します。 

•ち端の [>] ボタン 

画面ち側に表示できるプレビューの、表示/非表示を切り替えます。 


邏画面を編集ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」の起動画面で、[設定] (®) を選択してください。 
設定画面び表示されます。 

各タブの概要は、次のよラになっています。 

• [全般]タブ 

明るさやコントラスト、色調、彩度、鮮明度などを設定でさます。 

• [アドバンスト]タブ 

ズーム機能や撮影時のカメラ制御、フォーカス、フラッシュなどを設定できます。 
詳しくは、「東芝ウェブカメラアプ U ケーシヨン」のヘルプを参照してください。 


E ■画像品質を設定ずる 

r 東芝ウェブカメラアプ U ケーション」の起動画面で、[エフェクト](@)を選択してくだ 
さい。 

フレームやスク U —ンカノ（一を選択でさる、設定画面び表示されます。 

I ヘルプの起動方法 


Q [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ]一[ウェブカメラアプリケーシヨンヘルプ]をタツ 
プする 
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O Web カメラを使う 


顔照合機能 


Web カメラを使うアプ U ケーシヨンに、 「TOSH 旧 A Face Recognition」 という顔照合機能 
びあります。 

顔照合とは、顔を Web カメラに映して登録し、登録した顔で Windows の□グオン時などに照 
合させることびでさる機能です。顔照合機能を使用することによってパスワードなどの入力を 
省略し、簡単に□グオンすることび巧能になります。 

なお、本機能はセキュ U ティを目的とした Windows パスワードの置き換えには適しません。 
詳しくは、付録のミ主意事項をお読みになり、ご利用ください。 


顔照合機能の操作にぁたって - 

•あらかじめ、「付録 n — io 顔照合機能について」を確認してください。 


I 起動方法 _ 

「TOSH 旧 A Face Recognition」 を起動するには、なの手順を実行してください。 

n [スタート]ボタン（@)一 [ずべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Face Recognition ] をタップする 

操作方法の詳細は、 「TOSH 旧 A Face Recognition」 のヘルプを参照してください。 


I ヘルプの起動方法 _ 

「TOSH 旧 A Face Recognition」 のヘルプを起動するには、次の手順を実行してください。 

Q [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
II —[ユーティリティ] 一 [Face Reco 邑 nition ヘルプ]をタップする 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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国ネツトワークの世界へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる巧巧 . 已巨 

2 Bluet 00 か機能 . 61 

3 WiMAX 通信機能 . 63 









トワークで広;がる世巧 


会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンターを共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


の 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のノ（ソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンびあるときは、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例) 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない巧態でちネットワークに接続でさ 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
U ア内であればあ日ゆる場所か日コンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
か日ワイヤレスでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
詳しい設定については、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとヴポート]をタップして、 
[Windows ヘルプとヴポート」を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、 会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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D ネットワークで広がる世巧 


因 


ワイヤレス（無線） LAN をほラ 


* お線 LAN モデルのみ 


無線 LAN モジユールの確認 


コンフイグフリー 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 


詔、でさます。 

r 本項 


I - 役立つ操作集 - ConfigFreeJ 


通知領域の [ConfigFree] アイコン（里）をタップする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、@をタップしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名び示すモジュールは、次のよラになります。 

• [Intel (R) Centrino(R) Advanced-N 62己0 AGNJ の場合 

IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 1 b . IEEE 802'1] g および IEEE 802'1 ]n に対応 
したモジュールです。また、 IEEE 802.1己 e -200 已に準拠しています。このモジュー 
ルを、 「Intel a / b / 旨/ n - WiMAX モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録 □ n 無線 LAN の概要」 
と [libretto **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
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D ネットワークで広がる世界 


お線 LAN を巧ってみよう 


A 警告 


無線 LAN モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ペースメーカーを 
装着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か5 22 cml ； Lh 離ず 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ワイヤ 
レス]の力ードの0アイコンをタップして無線通信機能を OFF に切り替えて、電波の発信を 
止めるようにしてください。 


•あらかじめ、「付録【1-■■無線 LAN について」をお認してください。 

• 『安むしてお使いいただくために』に、セキユ U テイに関してのを意事項や使用上のミ主意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用ずる場合は、その記述を読んで、セキュ1」ティの設定を行ってください。 


n「TOSH 旧 A Flash Cards」 で[ワイヤレス]①力ードの⑩アイコン 
W をタップして ON に切り替える 


© ((f) © 口 

与- 

ON に切り替わると、ワイヤレスコミュニケーション ((す)) LED び点灯します。 

LU 降の無線の設定方法には、巧の2種類びあります。 

•「 Confi 旨 Free 」 を使ラ 
• Windows 標準機能を使ラ 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、「本項^ 画-役立つ 操作集- ConfigFree 」 
を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 [へ 
ルプとヴポート]をタップして、 「 Windows ヘルプとサポーりを参照してください。 
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D ネットワークで広がる世巧 


お立つ操作集-^ 

Confi 邑 Free 

本製品に用意されている「巳 onfigFree 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN ケー 
ブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 
詳しくは、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 Confi 目 Free 」 は、コンピューターの管理者のユーヴーアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 目 Free ] 一 
に onfi 呂 Free ファーストユーヴーズガイド]をタップする 

• に onfigFree」 の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通知領挪こ 「 ConfigFree 」 のアイコン（里）び表 
示されています。 

rConfigFreeJ を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 目 Free ] 一 
に onfi 呂 Free トレイ]をタップずる 

V J 


59 



ネットワ—クの世界へ 







D ネットワークで広がる世界 


E ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュ1」ティに関するごを意 
『をむしてお使いいただくために』 

これ日の問題に対応するためには、無線アクセスポイント、無線 LAN カードの双方で通信デー 
夕の暗号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それ日の 
問題び発生する可能性をほくすることびできます。 

[スタート]ボタン （ ^書）一[コント □ —ルパネル]をタップする 

f [鸣•インターネットへの接続]をタップー[ワイヤレス]をタップする 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態び表示されます。 

口 画面ち下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
y スポイント名をタップずる 

口 [自動的に接続する]をチェックし、[接続]ボタンをタップする 

巧 [ネットワークに接続]画面で必要なネットワークセキュリティ情報を 
y 入力し、 [OK] ボタンをタップする 

選択する項目、データ暗号化の方式、ネットワークキーの詳細は、お使いになる無線アクセ 
スポイントの取扱説明書を確認のラえ、正しく設定してください。正しく設定していない場合、 
無線アクセスポイントに接続できない場合びあります。 
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已 luetooth 機能 


* 己 luetooth モデルのみ 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりでさる、世界標準の通信方式です。 

日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 

詳細については、 『 Bluetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を参照してください。 

起動ち法体節 U- Bluetooth ユー ティ U ティ ユー ザーズガイドの起動方法」 




Bluetooth 機能の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 Q-ES Bluetooth につい口を ffi 認してください。 


ぶ巧メモ 


• Bluetooth のパ'-ジョンによっては本製品と通信できない团 uetooth 対応機器びありまず。本製品で 
は、 Bluetooth Version 1.1、1.2、2.0、2.0 +EDR、 2.1、 2. 1 +EDR の Bluetooth 対応機器と通 
信びでさます。 

• 2.4GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エラーび発をする可能 
性びあります。 


Bluetooth 通信び可能なが態にずる 


A 警告 


1 Bluetooth モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカーを 
装着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か5 22 cml ； Lh 離ず 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ワイヤ 
レス]の力ードの®アイコンをタップして無線通信機能を OFF に切り替えて、電波の発信を 
止めるよラにしてくださし、 
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O Bluet 00 th 機能 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ワイヤレス]の 力ードの® アイコン 
をタップして ON に切り替える 



ON に切り替わると、ワイヤレスコミュニケーション ((す)) LED び点灯します。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一 [ Bluetooth ] — [ Bluetooth 設定]をタップする 

初めて起動したときは、 Bluetooth 用ドライバーのインス!ルび始まります。イン 
ストールび終了するまでお待ちください。 

[Bluetooth Manager 」 び起動し、周辺の日 luetooth 対応機器を検索する[自動登録] 
画面び表示されます。すぐに团 uetooth 対応機器を登録する必要びない場合は、[キャ 
ンセル]ボタンをタップしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[ミち意]画面び表示された場合は、 
内容を確認のうえ、 [0 のボタンをタップして画面を閉じてください。 

通知領域に [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) び表示されます。 LU 降、通巧 
領域に常駐し、巧回 Windows を起動したときには自動的にアイコンび表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン（田）はサービスの状態によって表示び異なります。 
詳細については 、 [Bluetooth ユー ティ U ティ ユー ヴーズガイド』を確認してください。 
Bluetooth の電源び入っていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) 
をプレスアンドホールドして表示されたメニューか日、旧 luetooth オン]を遇択し 
て電源を入れて < ださい。 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をタップしてください。 


Bluetooth モデルには、ほかの Bluetooth 対応機器と通信するためのユーティ U ティとして 
旧 luetooth ユーティ U ティ」びプレインストールされています。 

初めて日 luetooth を使うときには、ユーティ U ティの設定び必要になります。設定方法や通信 
する方法については、『团 uetooth ユーテイ U テイユーヴーズガイド』をご覧ください。 


Bluetooth ユーテイリテイユーザーズガイドの起動方法 


Q [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
I 一 旧 luetooth ] 一 [ユーザーズガイド]をタップする 



ネットワ—クの世界へ 














WiMAX 通信機能 


* WiMAX モデルのみ 


WiMAX サービスにごいて 


本製品は、 WiMAX サービスに対応しています。 

WiMAX サービスを利用するには、 WiMAX ヴービス事業ちとの契約び必要です。 

サービス内容や利用料金、加入手続さなどの詳細については、ご契約のプ□バイダーにお問い 
合わせください。 

サービスェ I 」アについては 、 UQ コ S ュニケーシヨンズ株式会社のホームページをご覧ください。 
http :// www . uqwimax . jp / service / area / 



2 


ち続の準備 


• 無線 LAN と WiMAX を、同時に使用することはでをません。 

• Bluetooth と WiMAX は近い無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し合い、 
通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合は、今お使 
いの Bluetooth の使用を中止してください。 


無線通信び可能なが態にずる 


A 警告 


‘ WiMAX モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカーを装 
着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か5 22 cm じ(上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤ 
レス]のカードで無線通信機能を OFF に切り替えて、電波の発信を止めるようにしてください。 
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Q WiMAX 通信機能 


「TOSH 旧 A Flash Cards」 で[ワイヤレス]①力ードの 「WiMAX」 
のアイコン（め）をタップして ON に切り替える 


◎ ((が 〇 口 
- 

ON に切り替わると、ワイヤレスコミュニケーション((す )) LED び点灯します。 

〇 WiMAX 機能を有効にする 

WiMAX 機能を使用するときは、「インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーテイ U 


テイー」で、 WiMAX 機能をオンにしてください。 




I WiMAX 機能を[オン]にずると、無線 LAN 機能びは: 7] になります。また、無線 LAN 機能を[才 
ン]にずると、 WiMAX 機能は[オスになります。 


通知領域の rWiMAXJ のアイコン（を）をダブルタップする 

rWiMAX 」 のアイコンは、通信状態によって表示び異なります。 

[スタート]ボタン （© ) 一 [すべてのプ□グラム]一[インテル PROSet 
Wireless ] 一 [WiMAX 接続ユーティ U ティー]をタップして起動することもでき 
占9 〇 

[インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティー]画面び表示されます。 

[WiMAX ] で[オン]をタップする 



/ み tel ) 


〇がシわ）《ヘルブ' 

每 

WiMAX はオフになつてし、まず。接続ずるには、 WiMAX を 
オンにしてください。 

1 WiMAX : 

〇 ォン6ォフ1 


[オン]に設定すると、自動的に WiMAX ネットワークを検索して画面に表示します。 


ネットつ—クの奠へ 
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Q WiMAX 通信機能 


WiMAX 機能を[オン]か日[オスに変更しても、無線 LAN 機能は ON になりません。 
WiMAX 機能を使用したあとに、続けて無線 LAN 機能を使用する場合は、次の手順で無線 
LAN 機能を[オン]にしてください。 

①通知領域の rWiMAX 」 のアイコン（巧）をプレスアンドホールドする 
③表示されたメニューから [ Wi 円オン]をタップする 



(表示例） 

無線 LAN 機能びオンになります。 

メニューびグレー表示されていて選択できない場合は、「本項 [ WiMAX ] の材ン]/ [オス 
び選択でさない場合」と同じ手順で操作し、グレー表示を解除してください。 


mm WiMAX の通信が態を確認する 

なのいずれかの方法で、通信状態を確認してください。 
通信圏外の場合は、通信でさません。 

通信圏内で使用してください。 


•サービスエ U ア内でも、周囲の環境によっては、通信圏外と表ホされる場合びあります。その場 
合は、電波の届く場所に移動してください。 

• サービスエ U アについては、 UQ コミュニケーシヨンズ株式会社のホームぺージをご覧ください。 
http://www.uqwimax.jp/service/area/ 


rWiMAX 接続ユーティリテイ ー J で確認する 


「インテル® PROSet / Wi 怕 less WiMAX 接続ユーティ U ティー」を起動し、接続したい 
Wi MAX ネットワークの信号の強さを確認してください。 

:!と表示されている場合は、通信圍内です。 

起動方法「本節 B WiMAX 機能を有効にする」 
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I [ WiMAX ] の[オン]/ [オフ]び選択できない場合 

[インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティー]画面で、 [ WiMAX ] び 
グレー表示されていて還択でさない場合は、次の手順で操作してください。 

① 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 で[ワイヤレス]の力ードの 「 WiMAX 」 のアイコン （©) を 
タップして ON に切り替える 

[ WiMAX ] のグレー表示び解除され、[オン]/ [オスを選択できるようになります。 

I 無線 LAN 機能を使用する場合 
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WiMAX 通信機能 


WiMAX サービスを申し込む 


WiMAX サービスを利用するには、申し込みび必要です。 

本製品に添付されている「インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティー」か 
日、専用ホームページに接続して申し込みます。 

サービス内容や利用料金、加入手続さなどの詳細については、申し込みホームページを確認し 
てください。 



■ lH 申し込みホームぺージへの接続方法 

* 記載している画面は、表示例です。 


ネ 

ツ 

卜 

I 

ク 

の 

世 

界 



通知領域の rWiMAXJ ①アイコン（巧）をダブルタップする 

rWiMAX 」 のアイコンは、通信状態によって表示び異なります。 

[インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーテイ U テイー]画面び表示されます。 


[WiMAX] び[オン]に設定されていることを確認する 

[オン]に設定されていると、自動的に WiMAX ネットワークを検索して画面に表示 
します。 




0オブシむが〜け 


UQ WiMAX に接続ずるには、睹続]をウリ诚してくださ 
い。 



2 WiMAX は接続可能でず。 
号：.1111 ( 非常に強し、） 


ネプトワーウの巧巧 


读示例) 


材スに設定されている場合は、[オン]をタップしてください。 
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WiMAX 通信機能 


[ WiMAX ] び材ン]に設定されていても WiMAX ネットワークび表示されない場合は、 
[ネットワークの検索]ボタンをタップしてください。 




续 


0 オブシむ 0 ヘルブ 

接錦に使用できる WiMAX ネットワ-ウはありません。 


WiMAX : ©オン©オフ 


使用可能らネットワ-クを検索ずるには、【ネットワ-ウのネま 
索]をウリックしまず。 


到 




[UQ WiMAX は接続巧能です。]と表示されていることを確認し①、腊 
続]ボタンをタップする③ 





6 オブシむ@ヘルブ 


UQ WiMAX は接続可能でず。 


m 

信号： .iiM が常に強い） 


UQ WiMAX に接綿するには、惜締]をウリがしてくださ 
し、。 


WiMAX : 〇オン 6 オフ 





-① 


-⑤ 

读示例） 


rUQ WiMAXJ への接続び開始され、メッセージび表示されます。 



ネツトワ-ウの巧巧 


* ち肝 



ネットワ—クの世界へ 


的 











































WiMAX 通信機能 


メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをタップする 


UQ WiMAX (こ捂統しています。 

UQ WiMAX との WiMAX ウービスにまだ加入していない巧合は、 
お申しなみいをだくぶ妄ポありまず。お申し边みの Web 巧ージが 
自れ的に巧きます （30 权ほどかかることがあ*巧ず)。巧かない堵さ、 
ここをウ|>ソウして < ださい 。 

アウたスを許巧するようにパ-がル•乃イアか -J レを設定するぶ、夏が 
をじることがあります。詳細は、 ここをウリッウしてください 。 

H 今後このかた-巧をモしない 


自動的に申し込みホームページび表示されます。 

じ(降は、ホームページの指示に従って操作してください。 


ぶ^ メモ 


手順 D の画面！;(州こも、操作の途中で r インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U 
テイー」からメッセージび表示された場合は、メッセージの指示に従って操作してください。 


U 申し込み完了を、インターネットに接続ずるには 

WiMAX サービスへの加入手続きび完了すると、 WiMAX ネットワークでインターネットに接 
続でさます。 

[インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティー]画面で、接続したい 
WiMAX ネットワークを選択し、监続]ボタンをタップしてください。 

I インターネットへの接続を切断するには _ 

[インテル® PROSet / Wi 旧 less WiMAX 接続ユーティ U ティー]画面で、脚断]ボタンをタッ 
プしてください。 



ネットワ—クの世界へ 
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Q WiMAX 通信機能 


困つたとをは 


通信びでさないとさは、巧のよラな流れで確認してください。 


WiMAX 機能を有効にする 

「本節巧]- mm 無線通信が可能な状態にずる」 
「本節回 -D WiMAX 機能を有効にする」 



己 luetooth 機能を無効にする 
* 己 luetooth 機能を搭載しているモデルのみ 

「本章 曰 Bluetooth 機能」 



接続の設定を確認する 

「本節巧] WiMAX サービスを申し込む J 



通信圍がでないことを確認する 

「本節 WiMAX の通信状態を確認する」 

\_ J 


I ヘルプの起動方法 _ 

「インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティ」の詳細は、ヘルプを確認して 
ください。起動方法は、：欠のとおりです。 


n 画面ち上の[ヘルプ]をタップし①、表示されたメニューか5 [ヘルプ] 
をタップする③ 






























Q WiMAX 通信機能 


お問い合わせ巧 


I WiMAX ヴービスについて _ 

巧の内容は、ご契約のプ□バイダーにお問い合わせください。 

• 回線の契約（新規-変更-確認-解除） 

• お支払い方法 
• 資料請巧 
•サービスエリア 
•料金プラン 
• 認証情報について 

I パソコン本な:について _ 

次の内容は、東芝 PC あんしんサポート （『 libre け0ガイド』き末参照）にお問い合わせください。 
•パソコン本体の取り扱い-設定-修理のご相談 

• 「インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティー」について 

I WiMAX 接続設定について _ 

次の場合は、 WiMAX 接続設定びご購入時の状態に戻ります。 

インターネット接続びできない場合は、ご契約のプ□バイダーへご連絡ください。 

• WiMAX ドライバーを更新した場合 
•リカバリー（再セットアップ）を行った場合 

•「インテル® PROSet/Wireless WiMAX 接続ユーティ U ティー」で、[出荷時のデフォ 
ルト設定に戻す]を還択した場合 

I 修理/廃棄/譲おすると宝は 


なの場合は、登録内容の変更び必要になりますので、ご契約のプ□ノ（イダーへご連絡ください。 

•修理などで無線モジュールの交換を行った場合 

•廃棄/譲;度（売却を含む）などで本製品を使わなくなった場合 

• 本製品に搭載されている Wi MAX 通信機能び不要になつた場合 
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4m 

m 旧巧な s 巧巧って傑巧を应けぶラ 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 72 

2 USB 対応機器を使う . 73 

3へツドホンを使う . 7已 









周巧煤巧をほ 3 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を広げることびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 

■ 内蔵方式のもの 

•パ'ッテ1」一 

■外付けち式のもの 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0各インターフエースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 Q - K ■周辺機器について」をお語してください。 


本製品で使用でさるおちな周辺機器は、次のとおりです。 
• USB 対応機器 

mm - USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使5」 

• へツ ドホン 

へッドホンの接続「本章0へッドホンを使ラ」 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 















2 I USB が応機巧をほ 3 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしびできます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンストールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

US 日対応機器には;欠のようなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応キーボード • USB 対応プ I 」ンター 

• US 日対応スキヤナー • USB フラッシュメモ I 」 など 


本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.]対応機器を取り付けることびできます。 
US 日対応機器の詳細は、 『 US 日対応機器に付属の説明罰を確認してください。 


USB 対応機器の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 D-KB-USB 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


■■取り付け 


n us 己ケーブルのプラグを us 己対応機器に差し込む 

T この手順び必要ない機器ちあります。 USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属 
の説明書』を確認してください。 

口 USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 




周 
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器 
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使 
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且 USB 対応機器を使う 


巧0はずし 


US 己対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [ A — ドウエアをを全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン （ fe ) 
をタップずる 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をタップしてください。 

この操作を巧ってちアイコンび表示されない US 目対応機器は、巧の手順は必要ありません。 

手順日 に進んでください。 


1八ードウエアをををに取りかして乂ディアを巧り出ず1 


■ぉ1ゎ1 



カスタマイズ... 





⑤表示されたメニューか5取りはずず us 己対応機器の項目をタップする 


③ 「 A — ドウエアの取り外し」のメッセージが表示された日、 X をタップずる 


バソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 





周辺機器を使って機能を広げよラ 


^ 一 




















ドホンをほ 3 


本製品には、へッドホンを接続できます。 

へッドホンを使ラと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行ラことびできます。 


の 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 

へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使巧してください。 




へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D-K ■■ヘッドホンの操作にあたって」をお認してください。 



本製品にはサウンド機能び搭載されています。 

へッドホンの音量は Libretto Task Bar 、 または Windows の音量ミキサーで調節してくださし' 1 。 
に章巧サウンド」 


接続ずる 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



取りはずすときは、へッドホン出力端モか日へッドホンのプラグを巧きます。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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■ パツテリー駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 78 

2省電力の設定をする . 83 







パッテ y - にごいて 


パソコン本体には、バッテ U - パックび取り付け日れています。 

バッテ U —を充電して、バッテ U —駆動 （ AC アダプターを接続しない状態）で使ラことびで 
さます。 

本製品を初めて使用するときは、バッテ U —パックを充電してか日使用してください。 

パ'ッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめ AC アダプターを接続してバッテ U —パックの充電 
を完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境 LU 外でバッテ U —パックを使用した場合には、発熱、発乂、破誤するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』や 『 libre け0ガイド』に、バッテ U - パックを使用するとき 
の重要事項び記述されています。バッテ U —駆動で使ラ場合は、あ b かじめその記述をよく読み、 
必ず指示を守ってください。 


ッテリー巧電量を確認する 


バッテ I 」一駆動で使ラ場合、バッテ I 」一の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 

n システムインジケーターで確認する 

AC アダプターを使用している場合 、 DC IN / 日 attery C コ LED び点灯します。 

广 \ 


© ((f)) © 口 



DC IN / 日 att 乱 y G LED は次の状態を示しています。 


緑色 

コ 5 ： I=|=||-U マ 

凡 巧； 71 ： J 

オレンジ色 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

バッテ U - の巧電について r 本節回バッテリーを充電する」 

消灯 

- AC アダプターび接続されていない 
-バッテ1」一び接続されていない 

上記のいずれにち当てはま日ない場合は、バッテ U —異常の可能性びあ 
ります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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バッテリ I 駆動で使ラ 

















D バツテ U —について 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで確認ずる^^^ ■ 

通知領域の[バッテリー]アイコン（固!）をタップすると、バッ 
テリー充電量や電源プランなどび表示されます。 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプターを接続したままパソ 
コンを使用してバッテ U —駆動を行わないと、バッテ U —充電 
量びかしずつ減少します。このよラな状態でバッテ I 」一充電量 
び減少したときは 、 DC IN / 日 attery □ LED や[バッテリー] 

アイコンで充電量の減かび表示されないことびあります。]力月 
に]度は再充電することを推奨します。 

匪■バッテリー巧電量が減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量びかなくなると、巧のよラに警告します。 

• DC IN / 日 attery CH LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U - の残量びかないことを示し 
ています） 

•パ'ッテ I 」 一の アラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をタップして表示 
される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U ほ下の通知]や[バッテ U 切れの操作] 
で設定すると、バッテ U —の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処する動作 
を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章日省電力の設定をする」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプターを接続し、充電する 

② 電源を切ってから、フル充電のバッテ U - ノ（ックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U —び自然に放電しきってしまったときは、警告音ち鳴日ず 、 DC 
IN / Ba け ery 亡コ LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使巧しなかった 
とさは、充電してか日使用してください。 


^100%がを用巧をです（垣居に 
U 働き：巧をしています） 


載^プランを退択してください: 
みパランス 



函面の明るさの調塞 
その也の電ちブプシ3ン 


xx：xx 

XXXX/XWXX 
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バッテリ I 駆動で使ラ 











D バッテリーについて 


時計用バッテリー 


本製品には、取りはずしびでさるバッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U —び内蔵されています。 

時計用バッテ U —の充電は、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行 
われますので、普通に使用しているとさは、あまり意識する必要はありません。ただし、あま 
り充電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U —び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出 
占 9 〇 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は電源 ON (Power LED び白色に点灯）の状態にしておくと、約24時間で 
充電び完了します。 

実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を知ることはでさません。 


2 


ッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリーを充電するにあたって 




あらかじめ、「付録 n - Eil - バッテ U - を充電するにあたって」をお認してください。 


巧電方法 

パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードのプラグをコンセ 
ントに差し込む 

DC IN / 日 attery CH LED びオレンジ色に点灯すると、充電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON / OFF にかかわ日ずフル 
充電になるまで充電されます。 

DC IN / 己 attery G LED び緑色になるまで充電する 

バッテ U - の充電中は DC IN/Battery LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN / Ba け ery CH LED び消灯している場合は、電源び供給されていません 。 AC 
アダプター、電源コード、バッテ U —の接続を確認してください。 


^ メモ 


バソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 


80 



バッテリ I 駆動で使ラ 

























D バツテ U —について 


■充電完了までの時間 

バッテ U -充電時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使巧環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとき、バッテ I 」 ー パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは 、 『libreuo **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してく 
ださい。 

■バッテリー駆動時間 

バッテ U —駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 [libretto **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してく 
ださい。 

■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

ノ（ソコン本体を使わないで放置していてち、ノ（ッテ U —充電量はかしずつ減っていさます。バッ 
テリーの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ I 」ッドス I 」ープにすることをおすすめします。 

八イプ1」ッドス U - プについて「2章且-巧ス U - プ機能を強化する」 
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バッテリ I 駆動で使ラ 





D バッテリーについて 


U バッテリーを長持ちさせる 

本製品のノ（ッテ U —をより有効に使ラための工夫を紹介します。 


I バッテリーの機能ほ下を比較的遅くする方法 _ 

なの点に気をつけて使用すると、バッテ U —の機能低下を比較的遅くすることびでさます。 
•パソコンと AC アダプターをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用し 
ないとさは、 AC アダプターをコンセントか日はずしてください。 

• 1力月 L ソ上の長期間バッテ U - を使わなし觸合は、パソコン本体か日バッテ U - をはずして、 
風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテ U —パックの電力をほとんど使 
用しないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U —の劣化を早める場合びあ 
ります。 

• 1力月に]度は、 AC アダプターをはずしてバッテ U - 駆動でパソコンを使用してください。 




ツ 


1 


で 


使 

ラ 


I バッテリー巧電量を節約する方法 _ 

バッテ U -を節約して、本製品をバッテ U -駆動で長時間使用するには、巧の方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 

「2章0•因]休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

「2章 0- S ] 簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断ずる」 

• 省電力の電源プランを設定する 

詳細について r 本章已省電力の設定をする」 

I バッテリーの充電能力を調べる _ 

バッテリーは、消耗品です。バッテ U —を交換する目安を調べることびでさます。 
r 巨章0バソコンの動作状況を監視し、記録ずる」 


ES バッテリーパックを f 呆管する 

バッテ U —パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

また、『安むしてお使いいただくために』や 『 libre け0ガイド』にち、バッテ U —パックを保管 
するとさの重要事項び記述されています。あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池び劣化し、ちラー度充電したとさの容量び減少してし 
まいます。この劣化は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U - パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピ 
ンなどの金属類とミ忌在しないよラにしてください。 

•落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 
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力の設ちをずる 



r 電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U —駆動でパソコンを使用しているとさに、消費電力を減日して長い時間使用するよラ 
に設定したり、電力を使ってパフォーマンスの精度を上げるよラに設定したりでさます。 
これらの電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境にあわせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびできます。 

購入時には、なの電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

• eco 

* 東芝 eco ユーティリティ搭載モデルのみ 

東芝の推奨する設定により、消費電力を抑えます。 

「本項 n -役立つ操作集-ま芝 ec □ユーティ U ティ」 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力を抑えます。 

バッテ U -駆動のときにこのプランを使用すると、バッテ U -び通常より長くもちます。 

•高パフォーマンス 

ノ（フォーマンスと応答速度を最大にします。ノ（ッテ U —駆動のときにこのプランを使用する 
と、バッテ U —び通常よりち早く消費されます。 

*1 ■省電力」、「高パフォーマンス」は[追加のプランを表示します]の (5) をタップすると表示されます。 

さ電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちできます。詳しくは、「電 
源オプション」のヘルプをご覧ください。 
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バッテリ I 駆動で使ラ 





o 省電力の設定をする 


起動方法 


Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をタップする 

[みシステムとセキユ U テイ]一[皆電源オプション]をタップする 

「電源オプション」び起動します。 


ヘルプの起動方法 


r 電源オプション」を起動を、画面ち上の@ボタンをタップする 


丄回 


各す コント[11-ル..|;み^7>^^桑 


pi 


画 


i 最スにした0、電力を節约した0できます。プラン 
洁力設をを変更することでカスタマイズしてくださ 


表示された一覧か5知りたい項目をタツプする 

該当するページび表示されます。 


没立つ操作集 


ま芝 eco ユーティ U ティ 
* ま泛 ec ロユーティリティ搭載モデルのみ 

ま芝の推奨する設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
を扣]えます。 

詳しくは、「まち eco ユーテイリテイ」のヘルプをご覧ください。 


[ユーテイ U テイ] 


起動ち法 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 

-► [eco ユーテイI」テイ]をタップする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面び表示されますので、[同意する]をチェックし、 
[0K] ボタンをタップしてください。 

[TOSHIBA ec □ユーテイ U テイ]画面び表示されます。 

ヘルプの起動ち法 

① [TOSH 旧 A eco ユーテイI」テイ]画面で[ヘルプ]ボタンをタップする 
「TOSH 旧 A eco ユーテイリテイ」のヘルプび表示されます。 
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バッテリ I 駆動で使ラ 
























6 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 86 

2パスワードセキュリティ . 87 

3パソコンの動作!犬況を監視し、記録する 

-ま芝 PC ヘルス モニター . 90 








B [東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目の上へ指をドラッグ 
するように移動させ、そこで指を離してしば5く（約已砂）待つ 

I 項目に対するヘルプび表示されます。 

ヘルプび見えにくい場合は、マウスを使用して、巧りたい項目にポインターを合わせ 
てください。 




r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 

複数のユーヴーで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴーで共通になります。 

I 起動方法 _ 

[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をタップする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、にのボタンをタップする 

[キャンセル]ボタンをタップした場合は、設定び変更されません。 


ヘルプの表示方法 



システム環境の変更 


M 









パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて;欠の2種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

. Windows に□グオンするとき 

-ワークステーション□ック状態やパスワード保護の設定をしたスク U —ンセーバーを解除 
するとさ 

ワー クス テーショ ン □ック 機能 

に章 0-「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 を使った便利な機能」 

• ユーザーパスワード 

-電源を入れたとさや休止状態か日復帰するとさ 

ユーヴーパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどにパスワードの入力び必要になり 
よ9 〇 

ここでは、ユーヴーパスワードの設定方法について説明します。 

过メモ _ 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボードの 
文字キーから直接入力してください。 



•パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除でをなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、ま芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 

パスワードの解除をまち PC あんしんサポートに依頼ずる場合は有料でず。またそのとき、身分 
証明書（お客様自身を確認できる物）の提示び必要となります。 


I パスワードとして使用でをる文を 

パスワードに使用でさる文字は次のとおりです。 


使用できる文字 

数字（半角）] 234已己789 

使用でさない文字 

-数字（半角）0 
-数字（半角）外 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。 

また文字列は必ずキーボードか日]文字ずつ直接入力してください。 


^システム環境の変更 
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0 パスワードセキュ u テイ 


■ I [ユーザー パスワードの設定 


r 東芝 HW セツトアップ」でユーヴーパスワードの設定や設定の変更びでさます。 


■■ ユーザーパスワードの登録 




[スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をタップする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

[パスワード]タブで[ユーザーパスワード]の[登録]をチェックする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

キーボードボタンを1回押す 

libretto キーボードび表示されます。 

[パスワードの入力]にパスワードを入力し、にのボタンをタップする 

パスワードは] 0文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさるで字「本節-バスワードとして使用できるで字」 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認でさま 
せん。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[パスワードの確認]に手順凸で入力したパスワードををう1度入力 
し、 [0 K ] ボタンをタップする 

ま示されるメッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをタップする 

パスワードび登録されます。 


於！ メモ 

• パスワー ドを忘れてしまったとをのために、必ずバスワードを控えてください。 













0 パスワードセキュリティ 


^9ユーザーパスワードの削除 

ユーヴーパスワードを削除するには、巧の手順を実行してください。 

H [スタート]ボタン（@)一 [すべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ HW セットアップ]をタップする 

[パスワード]タブで[ユーザーパスワード]①[未登録]をチェック 
する 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

libre け〇キーボードを使って[パスワードの入力]にパスワードを入 
力し、 [ OK ] ボタンをタップする 

パスワードび削除されます。 

パスワードの入カエラーの場合は、ちラ]度手順0か日操作を行ってください。 

入カエラーび3回続いた場合は、パスワード削除の操作びでさなくなります。この場 
合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう]度手順 D から削除の操作を行ってく 
ださい。 

表示されたメッセージ①内容を確認し、 [ OK ] ボタンをタップする 


E 9 ユーザーパスワードの変更 


ユーヴーパスワードを変更したい場合は、ユーヴーパスワードを削除してか日、新たに登録し 
てください。 


2 


ーザーパスワードの入力 


パスワードび設定されている場合、電源を入れたとさや休止状態か日復帰するとさにパスワー 
ド入力画面び表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンを起動します。 


画面上のキーボードでパスワードを入力し、垣^キーをタップする 

「2章メッセージが表おされた場合」 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直して < ださい。 


^システム環境の変更 
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パソコンの動伟が況巧監視し* 

記摄ずる -ま泛 PC ヘルス モニター 


r 東芝 PC ヘルスモニタ」は、消費電力やバッテ U —充電能力、冷却システムなどを監視し、シ 
ステムの状態をメッセージなどでお知日せします。また、パソコン本体および各種デバイスの 
使用状況を、収集管理します。 

r 東芝 PC ヘルスモニタ」の機能は、ヘルプで確認でさます。 



• 「まち PC ヘルスモニタ」は、いかなる場合ちま芝の標準的な保証の範囲を広げるをのでちを要す 
るものでもありません。まちの標準的な保証び適用されます。 


反^ メモ _ 

• 収集管理される J くソコン本体やさ種デ J くイスの情報、および使用状況の情報は、 J くソコン本体の八ード 
ディスク上にイ呆存されます。これらは、 PC の基本情報（たとえば、モデル名、型番、製造ま号、目 IOS バー 
ジョン等)、各種デバイスの基本情報（たとえば、ディスプレイ、サウンにネットワーク、八ードディ 
スクドライブ、ドライブ等)、オペレーティングシステム情報（たとえば、 0 S バージョン、 0 S をイン 
ストールした日時 、 Direct X のパ'—ジョン 、 Internet Explorer のパ'—ジョン、修正プ□グラムのリス 
卜等)、各種デバイスの操作時間/回数（たとえば、電源スイッチ、 AC アダプター、バッテ1」ーパック、 
ディスプレイ、フアン、八ードディスク、 USB )、 パソコンの使用開始日付、パソコン本体や各種デバ 
イスの使用状況（たとえば、省電力設定、バッテ U - パックの温度や放充電容量、 CPU 、 メモリ、バッ 
クライトの点灯時間、さ種デバイスの温度）を含みます。八ードディスクにイ呆存されるデータの量は1 
年間で1 OMB し U 下であり、八ードディスクの全体容量のわずかしか使用しません。 

•これらの情報は、システム状態の監視と通知、および、パソコンび東芝 PC あんしんサポートに持ち込 
まれたときの不具合の診断に使用します。また、まちはそれらの情報を品質保証適用の判断に使用する 
ことをあります。 

•「まち PC ヘルスモニタ」は、一度有効にした場合でを、「コント□-ルパネル」からアンインストール 
することで、本機能を動作しないようにずることびできます。その際、八ードディスクに記録されてい 
る「東芝 PC ヘルスモニタ」び採取したデータは自動的に削除されます。 
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B システム環境の変更 















o パソコンの動作状況を監視し、記録する -まち PC ヘルスモニタ- 


起動について 


ここでは、「東芝 PC ヘルスモニタ」の起動方法について説明します。 


n 起動方法 

n [スタート]ボタン（@)一 [ずべて①プ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [ PC ヘルスモニタ]をタップする 

初めて起動したとさは、 r 東芝 PC ヘルスモニタ」の説明画面び表示されます。じ欠へ] 
ボタンをタップすると、[東芝 PC ヘルスモニタについてのミち意事項およびデータの収 
集と利用の許諾]画面び表示されます。画面に表示された内容を確認し、を意と許諾 
の内容に同意のラえ、[同意する]を選択し、 [0 のボタンをタップしてください。 
r 東芝 PC ヘルスモニタ」び起動し、パソコンの機能の監視と使巧状況の情報収集管理 
を開始します。システムの状態は表示される画面で確認でさます。 


ぶ巧メモ 


• 「まち PC ヘルスモニタ」の利用の許諾に同意し、一度プ□グラムを有効にすると、「ま芝 
PC ヘルスモニタ」の画面を閉じても、パソコンの機能の監視と使用状況の情報収集管理は 
続行されまず。この場合、不調の原因となりうる変化び検出されたときは、通知領域の[ま 
芝 PC ヘルスモニタ]アイコン（^)からメッセージび表示されまず。 


ヘルプの起動方法 


百 


[東芝 PC ヘルスモニタ]画面の[ヘルプ]ボタンをタップする 



システム環境の変更 
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■付窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 94 

2記録メディアについて . 100 

3お客様登録の手続き . 102 

4技術基準適合について . 104 

已各インターフエースの仕様 . 10已 

巨無線 LAN について . 106 

7 Bluetooth について . 114 












1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■パソコン本がについて 

I スイッチ/ボタン/画面の操作にあたって _ 

• スイッチ/ボタン/画面を強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでく 
ださい。故障するおそれびあります。 


^9バックアツプについて 


I バックアップをとるにあたつて 



•八ードディスクドライブや記録メディアに保存しているデータは、万び一故障び起きた場合 
や、変化/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクドライブや記録メディアに保をした内容の損書については、当社はいっさい 
その責任を負いません。 

• ユーヴー名び U カバ U —後と異なる場合、パ'ックアップしたデータび復元でさない場合びあ 
ります。 U カバ U —をする前にユーヴー名を控えてください。 


U カバリーについて 『 libretto ガイド』 


匪 srpc 弓鹏ナビ J について 

I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたって _ 

• ri 章 E 1- D 起動方法」を参照して、を意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已,000ファイル 
です。 

• こん包プ□グラムからこん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 
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D ご使用にあたってのお願い 


E ■八ードディスクドライブについて 

I 操作にあたって _ 

•データの書さ込み中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクドラ 
イブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こったり、変化 
/消失した場合に備えて、定期的に USB フラッシュメモ U や microSD メモ U 力ードなどに 
保をしておいてください。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、 US 日フラッシュ 
メモリ、 microSD メモ U 力ードなどに保をした内容の損喜については、当社はいっさいそ 
の責任を負いませんので、あ日かじめご了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 


^ aSD - Video の再生にあたって 


本項では、 rSD - Video 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き 、 「QosmioAV 
Center ] で録画して microSD メモ U 力ード* i にダビングした地上デジタル放送の番組を示し 
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* 1 CPRM (^Content Protection for Recordable Media ) という著作権保護技術に対応した microSD メ 

モ U カードをおします。 

•「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 を使用するためには、ユーヴーアカウント制御を[通知 
しない] LU 外に設定してください。 

「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 の起動時、[ユーヴーアカウント制御]画面び表示され、 
コンピューターへの変更の許可び巧め日れます。 

[はい]を選択すると 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 び実行できます。 

管理ち(外のユーヴーアカウントの場合には、管理者のパスワードの入力び必要です。 

•「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 は横置きで使用してください。縦置き（ポートレートモー 
ド） では再生できません。 

• ワンセグ映像をダビングした microSD メモ U カードは再生できません。 

• SD - Video タイトルは、主に携帯電話での再生を想定して作成されています。このため、パ 
ソコンの画面で再生すると画像び粗くなったり、ノイズなどび目立つ場合びあります。パソ 
コンで再生する場合は 、 「Qosmio AV Center 」 で microSD メモ U 力ードにダビングする際、 
高画質モードの選択をおすすめします。 



* microSD メモ IJ 力ードへのダビング機能は 、 「Qosmio AV Center 」 を搭載する一部のモデルでご和用 
になれます。 


• SD - Video のタイトルによっては、映像の〕マ落ちや音声の音飛び、または映像と音声のず 
れ（同期ずれ）び発生する場合びあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


• SD - Video の再生には、 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 を使用してください。 

その他の市販ソフトを使巧して SD - Video を再生すると、表示び乱れたり、再生できないこ 
とびあります。 

• SD - Video 再生ソフト 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 では、 SD - Video の再生びできます。 
SD - Video じ(外 （DVD ビデオ、 DVD - VR、Video CD、Audio CD . MP 3 など）は再生で 
さません。 

•「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 の起動中は、 AC アダプターを接続することをおすすめ 
します。省電力機能び働くと、スムーズな再生びできないことびあります。 

•「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 の起動中は、ほかのアプ U ケーシヨンを終了させてくだ 
さい。また、再生中にはほかのアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないで 
ください。正常な再生びでさない場合や再生び停止する場合びあります。 

•「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 の起動中に、休止状態やス U - プの状態に移行する操 
作、および Windows ユーヴーの切り替えを行わないでください。 「 TOSH 旧 A SD-Video 
PLAYER 」 は自動的に終了します。また、復帰時にエラーメッセージび表示されることびあ 
ります。この場合は、]度 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 を終了して再度起動してく 
ださし、。 

•「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 の起動中は、コンピューターの□ック状態に移行する操 
作 （ TOSH 旧 A Flash Cards の[□ック]の力ードの操作）をしないでください。 

•イ木止状態やス U - プ状態か日の復帰を含め、 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 起動の際は、 
必ずタイトル先頭からの再生となります。 

•再生する回数や、再生でさる期限び設定されたタイトルは、再生することびでさません。 

• USB で接続した SD メモリカードス□ットや、 USB で接続した携帯電話に挿入された 
microSD メモ U 力ード上の SD - Video タイトルには対応していないため、正しく再生でき 
ない場合びあります。 

•映像表示ウィンドウび上下2つの画面にまたびる場合は、映像を表示することびでさず、黒 
し、 画面になります。 

• 映像表示ウィンドウを上下2つの画面間で移動させたい場合は、再生を停止している状態で 
移動させてください。再生中や一時停止中に移動させると、映像を表示することびでさなく 
なり黒い画面になります。再生中の場合は、音声ち途切れます。 

その他のを意については、 「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 のヘルプに記載しています。 

「 TOSH 旧 A SD-Video PLAYER 」 のヘルプの起動は、[スタート]ボタン（曾）一[すべて 

のプ□グラム] 一 [TOSHIBA SD-Video PLAYER ] - [TOSHIBA SD-Video PLAYER 

ヘルプ]をタップしてください。 






D ご使用にあたってのお願い 


■a Web カメラについて 

I Web カメラを巧用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く巧したりしないでください。画質びほ下する原因 
となります。 

レンズ部分びミちれた場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布でふいてくだ 
さい。 


K ■巧線 LAN について 


I 無線 LAN を使用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障書物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に 
動作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙 
の束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制にっいては、附録0無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域にっいては、「付録 □ B 使用でさる国/地域にっ 
し、て」を確認してください。 

I 無線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場 
合は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 


■— Bluetooth ( 

•本製品は、すべての团 ue 


こごし、て 


本製品は、すべての团 uetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての Bluetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

本製品の日 luetooth 機能を使用できる国/地域については、附録 □ Ka 使用できる国 
/地域について」を確認してください。 











D ご使用にあたってのお願い 


mm 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、巧のことを巧ってください。守日なかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にを意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあた日ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低し觸所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 US 日対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• US 日対応機器を使用するには、システムの S ) び対応しており、機器用ドライバーびイン 
ストールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 
動作は保証でさません。 

• US 日対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 US 日対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 US 日対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモ U や US 日接続の八ードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 









D ご使用にあたってのお願い 


I ぺッドホンの操作にあたつて _ 

•なのよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-ヘッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 


Kd バッテリーについて 

I バッテリーを充電するにあたって _ 

• ノ（ッテ U - パックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
八' ッテ U - は已〜3已での室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」にっいて 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / battery/menu 1 .htm 


m 顔照合機能について 


•「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 は本人の認証-照合を保証するものではありません。 
登録者の髪型-帽モの有無-眼鏡の有無など登録時と顔に変化びあると認識率び低下する巧 
能性びあります。 

• 登録ちに似ている顔を誤照合する場合びあります。 

•セキュ U ティを目的とした Windows パスワードの置き換えには適しません。 

セキュリティび重要な場合には、適切な Windows パスワードを□グインにお使し ） ください。 
• 周囲の明るさや光の方向の違いびあると、登録ちであってち正しく照合でさない場合びあり 
ます。その場合は Windows パスワードを使って□グインしてください。 

登録ち本人の照合に連続して失敗する場合には、追加学習を行ラと照合しやすくなります。 

• 顔照合に失敗した顔データを□グ情報として記録していますので、パソコンを廃棄するとき 
にはアプ U ケーシヨンをアンインストールするか、 「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 を起 
動し □ グを全件削除してください。 

•「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 の使用または使用不能から生じる付随的な損害（記憶内 
容の変化•消失、事業利益の損失、事業の中断など）に関して当社はいっさいの責任を負い 
かねますので、ご了承ください。 

•当社は、じ(下に関していっさいの責任を負いかねますので、ご了承ください。 

-取扱説明書の記載内容を守日ないことにより生じた不便または損害 
•当社び関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる不具合、またはその結果 
生じた不便または損喜 

-顔情報や照合履歴など記憶内容の消失、あるいは漏えいなどにより生じるいかなる損喜、 

クレームなど （「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 に登録された顔情報など記憶内容は、 
お客様の責任において管理願います。） 

-何日かの原因による登録-照合に関する不動作。 

および、不動作に起因する損書。 










2 I 記録タディアについて 


記録メディアを使う前に、なの内容をよく読んでください。 


■|[microSD メモリカードをほう前に 


n 

•デ-三 


micmSD メモリカードの操作にあたって 

データの書さ込み中は、電源を切ったり、 microSD メモ I 」カードを取り出したり、パソコ 
ン本体を動かしたりしないでください。データや microSD メモ U カードび壊れるおそれび 
あります。 



• microSD メモ U 力ードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれ 
ていない場合、パソコンの動作び不安定になったり、 microSD メモ U 力ードび壊れるおそ 
れびあります。 

•スリープ中は、 microSD メモ U カードを取り出さないでください。データび消失するおそ 
れびあります。 

• microSD メモ U 力ードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでくださし、静電気で 
壊れるおそれびあります。 

• microSD メモリカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってくだ 
さい。データび消失したり、 microSD メモ U 力ードび壊れるおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ず microSD 力ードス□ットか日 microSD メモ U 力ード 
を取り出してくださし、 micros 日力ードス□ットや microSD メモ U 力ードび破損するおそ 
れびあります。 


microSD メモリカードを使5前に 

•すべての microSD メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、すべての 
microSD メモ I 」カードの動作保証はでさません。 

• microSD メモ U 力ードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピー 
や再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
用でさません。 

• microSD メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠 
したデータを取り扱ラことびできます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、 
使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 
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0 記録メディアについて 


I microSD メモリカードのフォーマツトについて _ 

•再フォーマットする場合は、 microSD メモ U 力ードを使用する機器（デジタルカメラや才一 
ディ オプレーヤーなど） で行ってください。 

Windows 上（[コンピューター]画面）で microSD メモ U 力ードのフォーマットを行わな 
いでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使巧でさなくなる 
場合びあります。 

•再フォーマットを行ラと、その microSD メモ U 力ードに保をされていた情報はすべて消去 
されます。]度使用した microSD メモ U カードを再フォーマットする場合はミち意してくだ 
さい。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア （ US 日フラッシュメモ i 」、 mic「oSD メモ U 力ードなど）を廃棄•譲ミ度する際には、 
書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 

初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 









3 I おさな登録の手続を 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使巧ち（ユーヴー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ I 」ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 
お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーヴーの」など、名称は製品によって異なります）び必要な 
場合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びあります 
ので、使い始めるとさに済ませておくことをおすすめします。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝の （ TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://「oom ] 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htnn 

I 登録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を還択でさます。 

■方法！-[ま芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■方法2 -インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http://rooml 048 .jp 


商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。 
ここでは、「方法]」を紹介します。 









o お客様登録の手続さ 


mm [まミお客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンか日 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあ 
いだの通信料金やプ□バイダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あ日かじめご 
了承ください。 

メモ 

• インスI-―ルしているウイルスチェックソフトの設をによって、インターネット接続を確認する画面び 
表示される場合びあります。インターネット接続を許可ずる項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer」 を起動したときは、 fiGoogleJ の設定画面び表ホされる場合びあります。 
画面に従って操作してください。 



デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（@)をダブルタップ 
する 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

L ソ降は、画面の指示に従って操作してください。 










4 I 巧術甚準適をにごいて 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

JIS C 61000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。 


■電波障害自主規制について 


この装置は、クラス日情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従つて正しい取り扱いをしてください。 


VCCI - 己 







5 I るインタ—フエ—スの tt 樣 


■■ USB インターフエース 


ピンま号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 曰 V 


2 

D - 

マイナス データ 

I/O 

3 

D 十 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 


コネクタ図 


( >L_K 

D Cl 

1 1 1 1 1 1 1 1 

12 3 4 

ィ K ィ K 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 























if 緑 LAN にごいて 



* 無線 LAN モデルのみ 


■■無線 LAN の概要 


本製品には、 IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 1 g . IEEE 802'1] n のすベて、 
ちしくはその一部に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。巧の機能をサポートし 
ています。 


•周波数チャネル還択 
• マルチチャネル間の□一 S ング 
•パワーマネージメント 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 
使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類の確認については、「3章 D - 
居]-™無線 LAN モジュールの確認」をご覧ください。 
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O 無線 LAN について 


B お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネットワーク機器 
は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国 
/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In 

已 GHz (已]已 0- 已 3 已〇 MHz 、 おぶび 
已470-已72已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 
IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 In 

2.4 GHz (2400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

□ FDM - BPSK , OFDM - QPSK ，0 FDM -1 6 QAM ， 

□ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK . DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式）， 

空間多重方式 （ MIMO 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 



幻メモ _ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあり 
まず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場合ち、通信範囲に霞響を与 
えます。 
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O 無線 LAN について 


mm ヴポートする周波数ち域 


無線 LAN びサポートする已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE 802.1 1チャネルセット」参照)。 


■無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット 
• 己 GHz 帯：己1己 0- 己3己 OMHz 33ぶび、己470-己7吕己 MHz 
( IEEE 802.1 la . IEEE 802 .1 1 n の場合） 

幻メモ _ 

• 已 GHz 帯無線 LAN は電波法令により屋外で使用することはでさません。 



チャネル ID 

周波数 


36 

5180 

W 52 

40 

5200 

44 

5220 


48 

5240 


52 

5260 

W 53 

56 

5280 

60 

5300 


64 

5320 


100 

5500 


104 

5520 


108 

5540 


112 

5560 


116 

5580 

W 56 

120 

5600 


124 

5620 


128 

5640 


132 

5660 


136 

5680 


140 

5700 



アクセスポイント側のチャネル （ W 已 2/ W 已 3/ W 已己）に合わせて、そのチヤネルに自動的に設 
定されます。 
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O 無線 LAN について 


• 吕 .4 GHz 帯：吕400-吕 483 MHz ( IEEE 802.1 Ib / g 、 IEEE 802.1 In の場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24已7り 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


*1 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチヤネルとして設定されているチヤネルです。 




















O 無線 LAN について 


E ■本製品を曰本でお使いの場合のごを意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

已 GHz 帯無線 LAN は電波法令により屋外で使用することはでさません。 


■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 




この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等化ソ下 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
し)ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたとさは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■ 現品ま / J 、 

本製品には、なに示す現品表示び記載されています。 

①⑤③④ 


2.4DS/0F4 





① 2.4 

② DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調ち式び DS - SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m 下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


110 















O 無線 LAN について 


■ J 曰 TA □ゴ表記について 


IEEE 802.11 b/g/n 


IEEE 802.11 a/n 


W 52 W 53 W 56 


已 GHz 帯無線 LAN は、 W 已 2/ W 已 3/ W 已己チャネルをサポートしています。 

■東ち PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 


B 機器認証表示について 

本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 


■ Intel a/b/g/n-WiMAX モジュールの場合 

無線設備名：己 22 ANXHMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言忍言正番号 : DO 白08已巨003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定にお触するお 
それびありますので、十分にごミ主意ください。 

















O 無線 LAN について 


ra お知らせ 

I 無線製品の巧ち運用性 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS ) /Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用できるよラに設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術者協会）策定の 
IEEE 8 日 S .1 ]Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g / n ) (無線 LAN 標準規格(版 
数 a / b / g / n )) 

• Wi - 円 Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 

I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑えられています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使巧する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有書であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 
本製品の使用可否について確認してください。 

I 規制に関する情幸良 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使巧に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。 

本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠しています。 










O 無線 LAN について 


MM 使用できる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U がでは使用 
でさません。 


■ Intel a/b/g/n-WiMAX モジュール 


曰本 

に010年已月現抵 


•無線 LAN と WiMAX は同時に使用できません。 

• 802.1] a および802.1 ] n モードではアドホック通信は使巧できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Chi ] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chi 3, Ch 36, 
Ch 40, Ch 44, Ch 48, Ch 已 2, Ch 已己， Ch 己 0, Ch 己 4, Chi 00, Chi 04, Chi 08, 
Chi 12, Chi 16, Chi 20, Chi 24, Chi 28, Chl 32, Chi 36, Ch ]40 でイま用で 
さます。 


















7 I Bluetooth について 


本 Bluetooth モデルのみ 


n 巧埋仕様 


ワイヤレス通信 

通信方式 

Bluetooth Specification Ver .2.1 十 EDR 

無線周波数帯 

2.4 GHz に 402 〜 2480 MHz ) 

変調方式 

周波数ホッピング方式2値 FSK 

出力 >1 

最大十 4 cl 日 m (Power ClassS ) 

受信感度 

-70 服 m 

通信距離 

見通し] 0 m *2 

電源電圧 

3.3 V 

消費電力 

最大200 mA 


ホ]アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。 


〇 B ぉ線特化 

Bluetooth モジュ 


ルの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 


合びあります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使用び規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

本製品の日 luetooth 通信機能び使用できる国/地域については、「本節〇使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 


封メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼずことびあり 
まず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場合ち、通信範囲に影響をち 
えます。 
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D Bluetooth について 


E ■本製品を曰本でお使いの場合のごを意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
モレンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等少ソ下 r 他の無線局」と略ず）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
しげよいことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 



■ 現品表 / J 、 

本製品には、次に示す現品表示び記載されています。 


① 2.4 

② FH 

③ ] 

④ご 


①②③ 





2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び FH - SS 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び] Om じ(下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2.483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■東ち PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 























D Bluet 00 th について 


mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

無線設備名：日 SMAN 3 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
言召言正番号 : D 09-0366001 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するお 
それびありますので、十分にごを意ください。 


D お知6せ 


■無線製品の相互運用性 

Bluetooth 東芝製モジュールは 、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 無線 
技術を使用するあ日ゆる日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた製品と相互運巧できるよ 
ラに設計されており、なの規格に準拠しています。 



• Bluetooth Special Interest Group 策疋の日 luetooth Specification 
Ver '2' l+EDR 

• Bluetooth Special Interest Group の定義する Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの 
Logo 認証 


封メモ _ 

• 本製品はすべての目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器との接続動作を確認したものでは 
ありません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器対応の動作条件 
と接続の可否情報を取扱元にご確認<ださい。 


また下記の取り扱い上のま意点びあります。 

( 1 ) 本製品は Bluetooth Versions . 1 + EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth Version 1. OB 仕様の日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器とは 
互換性びありません。 

に） 2.4 GHz 帯の Wireless - LAN び近距離で使巧されていると通信速度のほ下または通信エ 
ラーび発生する可能性びあります。 

(3) 日 luetooth と Wireless - LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障 
びある場合は、今お使いの Bluetooth 、 Wireless - LAN のいずれかの使巧を中止してくだ 
さい。 
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D Bluetooth について 


■健康への影響 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを巧いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ 
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは 
るかに低いレベルに抑えられています。 

Bluetooth 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライン 
にそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。この安全基準およ 
び勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門 
家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Bluetooth ワイヤレ 
ステクノ□ジーの使用を制限する場合びあります。巧にその例を示します。 

•飛行機の中で团 uetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認め日れるか、有書であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場 
合は、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた装置の電源を入れる前に、管理者に使用の 
可否について確認してください。 





D Bluet 00 th について 


■ a 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U がでは使用 
でさません。 


アイスランド 

オマーン 

スイス 

曰本 

ボ1」ビア 

アイルランド 

オランダ 

スウェーデン 

ニュ ージー ランド 

ポルトガル 

アゼルバイジャン 

ガーナ 

スペイン 

ノルウェー 

香港 

アメリカ合衆国 

カヴフスタン 

ス1」ランカ 

バーレーン 

ホンジュラス 

アラブ首長国連邦 

カタール 

ス□バキア 

パキスタン 

マセドニア 

アルゼンチン 

カナダ 

ス□ベニア 

パナ7 

7ルタ 

ァルバ'ニァ 

韓国 

セネガル 

パプアニューギニア 

7レーシア 

イエメン 

カンボジア 

セルビア 

パラグアイ 

南アフリカ 

イギリス 

キプ□ス 

タィ 

八ンガ1」 一 

メキシコ 

ィタ1」ア 

ギリシャ 

台湾 

フィ1」ピン 

モヴンビーク 

ィンド 

キルギスタン 

チェコ 

フィンランド 

モナつ 

インドネシア 

グアテマラ 

中国 

プエルト1」コ 

ヨルダン 

ウクライナ 

クウェート 

チ1」 

フランス 

ラトビア 

ウルグアイ 

ク□アチア 

デンマーク 

ブルガリア 

1」トアニア 

エクアドル 

ヶニア 

ドィツ 

ベトナム 

IJ ヒテンシュタイン 

エジプト 

コスタリカ 

ドミニヵ 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エストニァ 

つ□ンビア 

トルコ 

ペルー 

ルクセンブルク 

エルサル八'ドル 

サウジアラビア 

ナイジェ リア 

ベルギー 

レソト 

オーストラリア 

シンガポール 

ナ S ビア 

ポーランド 

レバノン 

オーストリア 

ジンバブエ 

ニカラグア 

欣 ニ ア’ヘルツ I ゴけ 

□シア 


に01日年曰月現在) 
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